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外
の
企
業
活
動
能
率
と
区
別
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
生
産
性
比
較
と
レ
ー
マ
ン
「
経
営
比
較
論
」
の
所
説
を
中
心
と
し
て
ー
~
生
産
性
比
較
と
収
益
性
比
較
経
営
比
較
に
お
い
て
最
も
重
要
な
問
題
は
、
国
民
経
済
的
観
点
と
個
別
企
業
的
観
点
と
を
接
合
す
る
こ
と
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
個
別
企
業
の
活
動
を
国
民
経
済
の
再
生
産
構
造
と
の
関
連
の
下
で
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
個
別
企
業
の
基
底
的
活
動
は
い
う
迄
も
な
く
生
産
的
活
動
で
あ
る
が
、
個
別
企
業
の
実
践
は
そ
れ
を
包
括
し
た
そ
の
他
の
流
通
事
象
の
重
畳
と
し
て
現
象
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
経
営
比
較
に
あ
っ
て
は
、
企
業
活
動
の
成
果
の
中
か
ら
、
ま
ず
生
産
活
動
能
率
を
抽
出
・
把
握
し
、
そ
れ
以
収
益
性
比
較
が
経
営
比
較
領
域
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
重
要
な
地
位
を
獲
得
す
る
根
拠
が
あ
る
。
レ
ー
マ
ン
教
授
の
経
営
理
論
は
、
し
ば
し
ば
指
摘
し
た
よ
う
に
、
絶
え
ず
国
民
経
済
と
の
結
節
を
意
識
し
な
が
ら
展
朋
さ
れ
て
来
た
も
の
で
あ
る
l
 
カ
近
時
、
教
授
の
研
究
は
こ
れ
ら
の
思
考
の
具
体
的
な
適
用
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
近
著
「
経
営
比
較
論
」
は
そ
の
成
果
の
媒
大
成
②
 
と
も
い
え
る
。
そ
こ
で
、
わ
れ
わ
れ
は
本
稿
に
お
い
て
、
こ
の
著
作
の
概
要
の
紹
介
を
行
い
な
が
ら
、
こ
の
著
の
中
核
と
も
い
え
る
生
産
性
比
較
．
 
． 
収
益
性
比
較
に
つ
い
て
、
と
く
に
具
体
例
を
中
心
と
し
て
述
べ
て
み
た
3
 
、。し山
レ
ー
マ
ン
経
営
理
論
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
拙
著
「
レ
ー
マ
ソ
生
産
性
測
定
と
創
造
価
値
計
算
」
（
税
務
経
理
協
会
刊
）
一
五
二
頁
以
下
参
照
。
③
レ
ー
マ
ソ
経
営
理
論
体
系
に
お
け
る
「
経
営
比
較
論
」
の
地
位
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
経
済
性
思
考
と
そ
の
測
定
方
法
口
」
（
本
誌
第
五
巻
第
六
・
七
合
併
号
）
参
照
。
③
前
掲
拙
稿
に
お
い
て
、
こ
の
書
の
理
論
的
部
分
に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
た
の
で
、
本
稿
で
は
主
と
し
て
実
証
例
を
解
析
す
る
こ
と
と
す
る
。
け
だ
し
こ
の
実
証
的
研
究
を
通
じ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
理
論
的
分
析
の
肉
付
け
を
得
る
と
と
も
に
、
多
く
の
示
唆
を
う
け
る
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。
ま
ず
経
営
比
較
領
域
に
お
け
る
生
産
性
比
較
・
収
益
性
比
較
の
地
位
を
田
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
本
書
の
構
成
を
簡
単
に
素
描
し
て
み
よ
う
。
山
上
逹
人
五
〇
325 
（
山
上
）
「
経
営
比
較
の
概
念
の
下
で
総
括
さ
れ
る
計
算
の
体
③
 
系
的
区
分
を
色
々
の
観
点
か
ら
述
べ
る
こ
と
」
を
本
書
の
目
標
と
し
て
、
若
干
の
前
提
的
考
察
（
工
業
経
営
比
較
概
念
・
経
営
比
較
の
目
的
・
経
営
構
造
比
較
(11
相
互
比
較
）
に
つ
い
て
大
要
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
経
営
比
較
を
定
義
し
て
「
経
営
比
較
と
は
（
経
営
経
済
的
）
事
後
計
算
領
域
に
帰
属
す
る
す
べ
て
の
数
的
性
格
の
経
営
経
済
比
較
を
い
③
 
い
、
そ
の
場
合
、
統
計
的
比
較
と
し
て
の
系
列
項
比
較
を
考
え
る
」
と
し
と
く
に
工
業
経
営
比
較
に
お
い
て
は
「
生
産
経
済
と
し
て
の
工
業
の
比
較
は
1
計
算
が
問
題
と
さ
れ
る
」
と
述
べ
る
。
ま
た
、
経
営
比
較
の
目
的
に
つ
い
て
は
、
経
営
遂
行
全
般
に
つ
い
て
の
役
立
ち
を
最
終
目
的
と
し
、
さ
ら
に
中
間
目
的
と
し
て
経
営
事
象
の
発
展
経
過
の
解
明
と
、
経
営
構
造
に
つ
い
5
 
て
の
判
断
基
礎
の
確
保
を
あ
げ
て
い
る
。
次
に
経
営
比
較
の
手
続
面
に
関
し
て
は
、
ま
ず
経
営
比
較
で
用
い
ら
れ
(
-
）
 
る
比
較
値
の
形
式
的
数
字
特
性
を
詳
分
し
、
と
く
に
系
列
項
比
較
と
し
て
（
二
）
ィ
ス
ー
の
経
営
比
較
を
統
計
系
列
の
特
質
か
ら
三
つ
に
区
分
し
、
最
後
に
実
際
イ
ス
ト
ゾ
レ
イ
ス
ト
（
三
）
値
間
の
比
較
と
基
準
・
実
際
値
比
較
に
言
及
し
て
い
る
。
(
-
)
比
較
値
は
、
そ
の
形
式
的
数
字
特
性
か
ら
み
る
と
次
の
よ
う
に
区
分
さ
れ
る。⑱
絶
対
数
と
相
対
数
(11
比
率
）
ヽ
⑮
基
礎
数
字
、
差
異
数
、
良
さ
の
数
字
、
構
生
産
性
比
較
と
収
益
性
比
較
比
較
の
手
続
面
・
経
営
比
較
の
実
質
面
）
、
発
展
比
較
(11
時
間
比
較
）
、
レ
ー
マ
ソ
は
五
イ
ス
ト
ゾ
＂
成
数
字
c
実
際
数
字
と
基
準
数
字
仙
工
業
経
営
経
済
の
領
域
内
に
関
す
る
数
字
と
、
領
域
間
の
限
界
に
関
す
る
数
字
、
囮
静
態
数
（
時
点
に
関
す
る
大
き
さ
）
と
動
態
数
（
時
間
に
関
す
る
大
き
さ
）
（
二
）
統
計
系
列
が
次
の
三
つ
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
に
照
応
す
る
経
営
比
較
が
あ
る
。
⑱
時
間
系
列
・
場
所
系
列
・
質
的
系
列
・
贔
的
系
列
（
↓
時
間
比
較
・
場
所
比
較
・
種
類
比
較
・
大
き
さ
比
較
）
⑮
本
来
的
な
系
列
と
非
本
来
的
な
系
列
（
↓
限
定
さ
れ
な
い
比
較
と
限
定
さ
れ
る
比
較
）
、
c
動
態
的
系
列
と
静
態
的
系
列
（
↓
動
態
的
比
較
と
静
態
的
比
較
）
（
三
）
イ
ス
ト
・
イ
ス
ト
比
較
は
ゾ
ル
・
イ
ス
ト
比
較
に
よ
っ
て
補
完
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ゾ
ル
・
イ
ス
ト
比
較
は
ゾ
ル
・
イ
ス
ト
差
異
と
ゾ
ル
・
イ
ス
ト
商
（
控
除
的
と
分
割
的
ゾ
ル
・
イ
ス
ト
比
較
）
に
わ
か
れ
る
つ
ま
た
ゾ
ル
数
字
は
次
の
よ
う
に
し
て
確
定
さ
れ
る
。
⑥
ゾ
ル
数
字
が
は
じ
め
か
ら
与
え
ら
れ
て
い
る
場
合
、
⑮
任
意
の
イ
ス
ト
数
字
が
ゾ
ル
数
字
と
し
て
定
め
ら
れ
る
場
合
（
発
展
比
較
領
域
）
、
c
ゾ
ル
数
字
が
計
算
さ
れ
た
統
計
系
列
の
イ
ス
ト
数
字
か
ら
導
出
さ
れ
る
場
合
、
す
な
わ
ち
統
計
的
平
均
値
•
最
良
値
•
最
悪
値
（
構
造
比
較
領
域
）
、
l
d
l
事
後
計
算
た
る
イ
ス
ト
数
字
に
対
応
す
る
事
前
計
算
か
ら
ゾ
ル
数
字
を
確
認
す
る
場
合
。
経
営
比
較
の
実
質
面
に
つ
い
て
は
、
経
営
比
較
を
そ
の
準
備
・
実
行
お
よ
び
利
用
段
階
に
わ
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
説
明
し
、
次
い
で
経
営
（一）
比
較
の
対
象
を
比
較
対
象
の
範
囲
（
大
き
さ
）
か
ら
区
分
し
、
さ
ら
に
経
済
生
活
を
支
配
す
る
二
つ
の
思
考
す
な
わ
ち
、
需
要
充
足
思
考
と
経
済
性
思
考
と
の
関
連
の
下
に
比
較
値
と
し
て
機
能
す
る
数
字
の
実
質
的
特
性
に
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1表 経済性種類の区分
投入経済性＝給付：費用 産出経済性＝費用：給付
照応する価値等式
静態(C) 静態(a) 動態(b) 静態(c) 静態(a) 動態(b)
＝ ＝ ＝ 特殊名称 価値＝数紐x価格特殊名称 ＝ 
静：静 動：動 動：静 静：静 動：動 静：動
1 2 技術効率 技術効率 3 4 
(5) (6) X X 7 8 
， 10 11 -x X 12 13 14 
15 16 X X 1り U8)
19 市場効率 市場効率 20 -i -
生
産
性
比
較
と
収
益
性
比
較
（
一
）
経
営
比
較
対
象
は
、
そ
の
大
き
さ
が
経
営
経
済
よ
り
大
き
い
か
小
さ
い
か
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
区
分
さ
れ
る
。
⑱
経
営
経
済
と
同
じ
範
囲
の
も
の
⑮
経
営
経
済
よ
り
小
さ
い
範
囲
の
経
営
比
較
対
象
（
④
個
々
の
具
体
的
経
営
部
門
＠
経
営
経
済
の
抽
象
的
職
能
領
域
1
1
調
達
・
製
造
加
工
・
販
売
・
管
理
領
域
◎
個
々
の
製
品
グ
ル
ー
プ
、
個
々
の
生
産
方
法
）
c
経
営
経
済
よ
り
大
き
い
範
囲
の
経
営
（注） xtこ照応する名称なし
（
山
上
）
度
に
つ
い
て
述
べ
て
（四）
い
る
。
そ
し
て
特
殊
な
比
較
値
た
る
経
済
性
数
値
の
経
営
比
較
の
重
要
に
関
し
て
、
そ
の
意
（三）
義
と
区
分
を
概
説
し
最
後
に
実
質
面
か
ら
（二）
論
及
し
て
い
る
。
比
較
対
象
（
二
）
こ
の
観
点
か
ら
経
営
比
較
は
次
の
三
つ
に
区
分
さ
れ
る
。
⑱
経
済
性
措
定
経
営
比
較
、
⑮
充
足
性
経
営
比
較
、
c
中
性
的
経
営
比
較
（
上
の
a
.
b
に
関
係
す
る
も
の
）
（
三
）
経
営
比
較
に
お
い
て
は
、
経
済
性
を
措
定
す
る
良
さ
数
字
と
し
て
の
比
較
値
で
の
実
行
が
と
く
に
重
要
で
あ
る
。
こ
の
経
済
性
（
良
さ
数
字
）
は
ま
ず
計
算
商
で
あ
り
、
と
く
に
費
消
と
給
付
な
い
し
は
費
用
と
収
益
の
割
算
か
ら
得
ら
6
 
れ
る
。
経
済
性
は
次
の
三
つ
に
区
分
さ
れ
る
（
一
表
参
照
）
。
醤
入
経
済
性
(
[
声
ー
）
•
…
・
・
収
益
性
・
動
力
設
備
の
効
率
．
労
働
生
産
性
、
2a表 簿記決算の成果計算面
借方 創造価値計節としての経営成果計算 貸方
前給付原価： 一
材料費 1,061,214 
減価僚却費 83,065 
外部用役費 200,342 
危険費 12,313 
合計 1,356,934 
創造価値：
労働収益 340,890 
公共収益 146,568 
経営投下資本収益 87,402 
合計 574,860 
1,931,794 
， 
総成果計算
外部資本利子 19,853 経営投下資本収益
中性費用 1,113 （経営資本収益）
貸借対照表利益 中性収益
＝自己資本収益 70,000 
90,966 
総収益：
売上 1,884,419 
その他の総収益 •47,375 
合計 1,931,794 
1,931,794 
五
借方 貸方
87,402 
3.564 
90,966 
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る
充
れ
補
さ
値
備
約
価
設
，
制
新
の
料
品
段
に
上
手
営
備
窮
払
経
設
計
材
製
支
産
出
経
済
性
(
[
鶏
）
・
・
…
製
造
原
価
態
的
経
済
性
（
労
働
生
産
性
）
、
c
技
術
効
率
と
市
場
効
率
（
狭
義
の
統
計
領
域
）
右
の
説
明
の
た
め
い
簡
単
な
簿
記
決
算
の
成
果
計
算
面
と
在
高
計
算
面
を
表
示
7
 
し
て
（
二
a
b
表
〗
、
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
、
給
付
（
収
益
）
の
大
き
さ
と
費
消
（
費
用
）
の
大
き
さ
を
取
り
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
済
性
数
値
を
求
め
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。
A
．
函
弐
f
ダ
L
〈
石
走
財
0
汁
喝
昧
a
)
 jjlJii!r/ilfi@:11574,860DM= 1,931, 7
9
4
D
M
-
l
,
3
5
6
,
9
3
4
D
M
 
b
)
粛
聴
楚
T
．
滴
品
（
際
疎
滴
料
）
淀
脳
1
1
8
7
,
4
0
2
D
M
2 b表 簿記決算の貸借対照表面
生
産
性
比
較
と
収
益
性
比
較
借方 実体資本貸借対照表としての経営貸借対照表 貸方
600,000 
231,250 
160,000 
220,000 
35,000 
設備修正
以前の減価償却
引当金
実体資本
利子計郷する
700,000 
利子計罪しない 931,250 
231,250 
1,246,250 
250,000 
65,000 
1,246,250 
⑮
静
態
的
経
済
性
（
個
片
原
価
）
と
動
俯方 総貸借対照表 貸方
（
山
上
）
経営実体資本．総額 931,250 
売掛金 820,000 
広義の経営積極項目 1,751,250 
中性伯権 20,000 
支払手段 10,000 
経営に制約されない
設備補充，対立項目
買掛金
広義の経営消極項目
中性負偵
期首自己皆本
貸借対照表利益
＝自己資本収益
1,781,250 
231,250 
450,000 
681,250 
350,000 
680,000 
70,000 
1,781,250 
五
次
い
で
発
展
比
較
に
つ
い
て
は
、
発
展
方
向
の
早
期
の
認
識
、
貨
幣
価
c
)
匹
印
滴
卦
淀
踪
IIf芦
溢
士
恭
漑
溢
踪
1
1
7
0
,
0
0
0
D
M
B
.
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塞
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)
際
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苓
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1
1
9
3
1
,
2
5
0
M
D
d
)
 liE晦
郡
漑
計
1
1
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M
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0
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t
珀
證
滴
料
＋
8
-
賑
拇
）
1
1
6
8
0
,
0
0
0
D
M
疼
～
尺
H
)
醤
腐
寄
H
（
疇
瓢
）
1
1
A
a
:
B
a
 
1
1
6
,
0
5
1
.
1
6
D
M
/
A
 
(
I
)
醤
腐
南
I（
⇒
疇嗜）
1
1
A
a
:
B
b
1
1
1
6
8
.
6
%
（
旨
）
埓
汁
舟
漁
席
（
直
認
心
）
1
1
A
a
:
 Bc
=
6
1
.
 7
3
%
 
了
A
b
:
B
d
1
1
8
.
2
%
 
際
疎
滴
汁
活
臣
（
喜
喜
卦
(
N
)
際
晦
滴
卦
活
臥
痔
(
V
)
匹
口
翌
喜
旦
晶
昇
嗜
）
ら
B
e
1
1
1
0
.
3
%
(
W
)
翌
喜
荒
I
（鱈疇辻汁）
1
1
B
e
:
B
a
1
1
9
,
8
0
2
.
6
3
D
M
/
 A
 
（
三
）
翌
喜
塁
（
は
〗
汁
）
1
1
B
?
B
b
1
1
2
7
3
.
2
0
%
（
四
）
実
質
面
か
ら
み
た
経
営
比
較
の
重
要
性
順
位
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
⑮
経
済
性
措
定
良
さ
数
字
比
較
⑮
充
足
性
措
定
良
さ
数
字
比
較
c
構
成
数
比
較
。
そ
し
て
、
経
済
性
措
定
良
さ
数
字
比
較
の
中
で
は
、
創
造
価
値
比
較
（
生
産
性
比
較
）
が
最
も
重
要
で
あ
り
、
次
い
で
収
益
性
比
較
が
重
要
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
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生
産
性
比
較
と
収
益
性
比
較
（
山
上
）
（
一
）
（
二
）
値
変
動
の
除
去
資
本
集
約
度
影
響
の
排
除
、
計
算
期
間
の
長
さ
の
考
慮
が
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
な
お
、
発
展
比
較
の
一
っ
と
し
て
の
技
術
効
率
（三）
比
較
・
市
場
効
率
比
較
に
特
別
の
力
点
が
払
わ
れ
て
い
る
。
（
一
）
次
の
労
働
生
産
性
発
展
比
較
の
例
に
よ
っ
て
説
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
例
え
ば
各
期
間
(
I
.
I
l
．
皿
）
の
労
慟
生
産
性
(Ili)がそ
れ
ぞ
れ
6•OODM/hr, 
6
.
4
0
D
M
/
h
r
,
 
7
•
O
O
D
M
/
h
r
で
あ
り
、
照
応
す
る
価
格
指
数
が
、
そ
れ
ぞ
れ
1
0
0
%
,
1
0
5
%
,
 
1
1
0
%
で
あ
っ
た
と
す
る
。
修
正
し
な
い
労
働
生
産
性
の
指
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
1
0
0
%
,
1
0
6
.
6
%
,
 
1
1
6
.
6
%
、
修
正
要
因
は
1.00,
0.95, 
0.90
し
た
が
っ
て
修
正
後
の
労
働
生
産
性
は
、
6
.
0
0
D
M
/
h
r
1
1
1
0
0
%
,
 
6
.
0
B
D
M
/
h
r
1
1
1
0
1
.
3
%
,
 6
.
3
0
D
M
/
h
r
1
1
1
0
5
.
0
 
浚
と
な
る
。
し
か
し
、
貨
幣
価
値
の
尺
度
値
で
あ
る
生
計
費
指
数
の
計
算
が
問
題
で
あ
る
た
め
、
貨
幣
価
値
修
正
を
必
要
と
し
な
い
比
較
値
で
行
う
方
が
よ
い
と
い
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
労
働
生
産
性
（
g
こ
謬
貫
）
を
用
い
る
と
労
賃
率
と
貨
幣
価
値
変
動
率
が
比
例
す
る
限
り
、
貨
幣
価
値
修
正
の
必
要
は
な
く
、
ま
た
同
時
に
従
業
員
構
成
の
差
に
つ
い
て
も
調
整
し
得
る
便
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
塁
滴
汁
）
凜
塞
辻
（
二
）
経
営
比
較
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
生
産
方
法
の
資
本
集
約
度
一
が
各
産
業
に
よ
っ
て
異
な
る
の
で
、
こ
の
影
響
を
除
去
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
凜
睾
舟
滞
寄
I
I
滴
卦
併
蹄
南
＂
滴
汁
潰
容
涛
と
い
う
関
係
に
あ
る
の
で
、
資
本
生
産
性
比
較
、
収
益
性
比
較
の
場
合
に
は
資
本
集
約
度
修
正
を
必
要
と
し
な
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
数
値
に
は
既
に
資
本
投
入
の
高
さ
が
作
用
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
レ
ー
マ
ン
は
労
働
生
産
性
（
純
化
）
比
較
が
資
本
生
産
性
比
較
と
同
じ
結
果
に
な
る
に
も
拘
ら
ず
、
資
本
集
約
度
修
正
を
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
前
者
8U表 技術効率度の平均
こごI→lィ：卜1ィ：卜！ふlィ：卜lイスト
7.0 効率度 I I 100.0 I 103.4 I 106.9 I 112.1 I 116.3 I 120.s 
1.5 I n lI I 100.0 I 105.1 I 107.2 I 109.1 I 110.9 I 112.4 
1.5 I 11 直 100.0I 101.2 I 102.9 I 104. 7 I 106.0 I 107.4 
:E=lOI平均 I100.0 1103.3 1106.31 110.61114.0 1117.3 
で
行
う
場
合
も
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
―
つ
は
心
理
的
・
政
策
的
性
質
か
ら
で
あ
り
、
二
つ
に
は
計
算
技
術
的
に
実
体
資
本
の
確
認
が
困
難
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
（
三
）
技
術
効
率
(
5翡
＂
丘
5
竺
と
市
場
効
率
(
5租
5
畔
丘
疇
豆
）
で
の
発
展
比
較
の
湯
合
に
は
次
の
三
つ
の
作
業
領
域
が
あ
る
。
固
技
術
構
成
分
に
つ
い
て
の
作
業
⑮
市
場
構
成
分
に
つ
い
て
の
作
業
c
両
構
成
分
の
結
合
作
業
…
⑱
そ
れ
ぞ
れ
の
期
間
の
そ
れ
ぞ
れ
の
技
術
効
率
か
ら
、
第
一
計
算
期
間
の
技
術
効
率
を
統
計
的
基
準
値
と
し
て
、
他
の
計
算
期
間
の
照
応
す
る
効
率
の
比
率
（
効
率
度
）
を
出
す
。
す
な
わ
ち
、
異
な
っ
た
名
称
を
も
つ
個
々
の
技
術
効
率
か
ら
同
じ
名
称
の
技
術
効
率
度
に
換
算
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
個
々
の
技
術
が
異
な
っ
た
重
要
性
を
も
っ
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
に
ウ
ェ
イ
ト
を
つ
け
、
ウ
ェ
イ
ト
づ
け
さ
れ
た
効
率
度
を
⑧
 
平
均
す
る
（
三
a
表
参
照
）
。
⑮
市
湯
構
成
分
に
つ
い
て
も
、
仕
入
お
よ
び
売
上
の
個
々
の
価
格
（
原
価
財
・
収
益
財
価
格
）
が
そ
れ
重
要
度
6
 
五
四
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ぞ
れ
異
な
っ
た
意
味
を
も
つ
の
で
ウ
ェ
イ
ト
づ
け
し
て
そ
の
平
均
を
と
る
（
三
，
 
b
c
表
参
照
）
。
そ
し
て
、
原
価
財
価
格
指
数
と
収
益
財
価
格
指
数
を
関
係
せ
1
 
ー
し
め
る
（
三
d
表
参
照
）
。
c
最
後
に
技
術
構
成
分
(
M滞
奇
逢
拇
滞
）
ャ
丑
曲
等
函
5
一
を
グ
ラ
フ
上
に
描
い
て
そ
れ
ら
の
展
開
を
相
関
的
に
観
図
淀
翫
蕊
官
苓
蒜
落
百
涸
茸
淀
官
苓
寄
緊
3 b表 原価財価格指数の平均
塁一＼ご了7―2 1 3 1 4丁―5--| 6 --
度 数字種類： ど亨り 1イスト 1イスト 1イスト 1イスト 1イスト
| A の指数 100.0 100.0 102.0 | 102.0 104.o 
B II I 100.0 I 100.0 I 100.0 I 105.0 I 105.0 
c /I100.0 I 100.0 I 96.0 I 96.0 I 96.0 
D II I 100.0 I 92.0 I 92.0 I 98.0 I 98.0 
正 10I 価格指数の平均 i~oI 98.41 ~J 102.31 102.3 
4
3
1
2
 
104.0 
105.0 
96.0 
98.0 
3 C表 収益財価格指数の平均
鷹度 ＼数字種類ご： 1 ! 2 1 3 1 4 1 5 6 
鰐り 1イスト 1イスト 1イスト 1イスト 1イスト
5 M の指数 100.0 100.0 97 0 
I I ↓ 
97.0 97.0, ！ 97.0 
3 N ” 
100.0 100.0 95.0 95.0 95.0 95.0 
2 
゜” 
100.0 99.0 99.0 99.0 99.0 99.0 
~=10 I価格指数の平均 I100.0 I 99.8 I 96.81 96.s I 96.8 ! 96.8 
五
五
察
し
て
発
展
比
較
す
る
。
ま
ず
生
産
性
比
較
と
収
益
性
比
較
お
よ
び
製
造
原
価
計
算
的
経
済
性
比
較
と
使
用
原
（
一
）
価
計
算
的
経
済
性
比
較
の
説
明
を
行
い
、
次
い
で
生
産
性
比
較
お
よ
び
収
益
性
比
較
の
個
々
の
問
題
点
・
具
体
的
措
定
例
•
利
用
問
題
に
説
き
及
ん
で
い
る
。
(
-
）
製
造
原
価
計
算
的
経
済
性
比
較
は
製
造
原
価
計
算
の
結
果
を
用
い
る
も
の
で
あ
る
。
次
の
数
式
に
も
と
づ
く
。
淀
誓
冒
言
巳
言
11
謬
謬
使
用
原
価
計
算
的
経
済
性
比
較
は
、
使
用
収
益
計
算
の
結
果
に
も
と
づ
く
も
の
、
す
な
わ
ち
次
の
数
式
を
基
礎
と
す
る
。
昌
言
塁
喜
嘉
踪
11
雲
謬
原
価
財
に
比
べ
て
収
益
財
（
製
品
）
の
方
が
個
別
化
の
度
合
が
大
き
い
故
収
益
計
算
に
も
と
づ
く
比
較
の
方
が
よ
い
結
果
を
も
た
ら
す
と
い
う
。
最
も
簡
単
な
使
翌
塁
）
（
璽
用
原
価
計
算
的
経
済
性
比
較
の
例
は
、
い
わ
ゆ
る
資
本
使
用
収
益
の
比
較
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
「
原
材
料
エ
に
関
す
る
使
用
収
益
比
較
」
・
「
資
l
 u
 
本
利
用
に
関
す
る
使
用
収
益
比
較
」
と
題
さ
れ
た
二
つ
の
表
（
四
a
b
表）
3d表 収益財ーおよび原価財価格指数（平均）の対置
¥＼□I甚；！値| 2| 3 | 4 |口
数字種類： ＝ゾ）レ 1イスト 1イスト 1イスト 1イスト 1イスト
I 100.0 I 99.81 96.81 96.s l 96.s I 96.8 
100.0 I 98.4 I 98.8 I 101.5 I 102.3 I 102.3 
100.0 I 101.4 I 98.0 I 95.4 I 94.6 
価格指数，収益財
価格指数，原価財
価格指数，関係値 94.6 
最
後
に
、
構
造
比
較
の
領
域
に
つ
い
て
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4a表 原材料Xの使用収益比較
数字種類： ~ ---： 
製品A•B の総売上
ー）販売管理舒
製品純売上
ー）主要原村料ェの加工費：
計算利子
その他
B 
21,550DMI 21,950DM 
3,430 I 7.512.50 
18,120 I 14,437.50 
A 
3.000 2,400 
9,600 I 5,475 
合計 12,600 I 1,875 
主要原村料の使用収益もしくは加工収益 5,520 I 6,562.50 
主要原材料消野数fit I 4,800kg I 6,250kg 
原材料単位批当り使用収益 115DM/100kg I 105DM/100kg 
以
上
、
本
古
の
内
容
の
概
略
を
説
明
し
た
が
、
本
稽
で
は
そ
の
中
で
最
生
産
性
比
較
と
収
益
性
比
較
を
示
し
て
お
こ
う
。
こ
れ
ら
両
表
か
ら
わ
か
る
点
は
a
表
に
よ
る
と
A
の
方
が
有
利
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
流
動
性
を
考
應
に
入
れ
る
と
b
表
の
通
り
B
製
品
の
方
が
逆
に
有
利
に
な
っ
て
い
る
（
た
だ
し
主
要
原
材
料
の
入
帳
価
格
が
一
〇
0
k
g
当
り
八
四
マ
ル
ク
と
仮
定
さ
れ
て
い
る
）
。
（
山
上
）
4 b表 資本利用に関する使用収益比較
~1· A.  I B 
数字種類：
製品A•Bの総売上 21,550DM I 21,950DM 
ー）販売管理費 3,430 7,512.50 
製品純売上 1s,120 I 14,437.so 
ー）計第利子以外の製造費：
主要原材料牲“
その他
合
資本利用の使用収益
資本利用醤
hmj当り資本利用使用収益（概卵）
収益性結果（概窟）
且r
4,032 I s,2so 
9,600 I 5,475 
13,632 I 10,12s 
4,498 I 3, 112.so 
500hmj I 400hmi 
9DM/hmj ¥ 9.30/hmj 
9彩 9.3彩
も
中
心
的
な
生
産
性
比
較
と
収
益
性
比
較
（
い
ず
れ
も
構
造
比
較
の
場
合
に
適
用
さ
れ
る
も
の
）
に
つ
い
て
重
点
的
に
紹
介
し
よ
う
。
そ
し
て
、
以
下
、
主
と
し
て
本
書
に
掲
げ
ら
れ
た
具
体
例
を
中
心
と
し
て
、
日
生
産
性
比
較
と
収
益
性
比
較
の
概
略
、
口
そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
個
々
の
問
題
、
国
具
体
的
措
定
例
、
四
利
用
問
題
の
順
で
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。
ま
ず
、
生
産
性
比
較
と
収
益
性
比
較
の
概
略
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
レ
ー
マ
ン
に
よ
れ
ば
経
営
構
造
比
較
（
相
互
比
較
）
領
域
に
は
、
創
造
価
値
比
較
（
生
産
性
比
較
）
と
収
益
性
比
較
が
あ
る
。
前
者
に
属
す
る
も
の
と
し
て
は
、
田
創
造
価
値
係
数
X
1
0
0
)
 
郡
活
踪
（
要
喜
畠
②
資
本
生
産
性
（
疇
認
疇
X
1
0
0
)
2
X
翌
挙
室
｛
芦
一
速
津
＋
翌
斎
丹
8
ヰ
翌
棗
③
総
生
産
性
X
1
0
0
)
が
あ
り
、
後
者
に
属
す
る
も
の
と
し
て
山
経
営
資
本
収
益
性
盲
[
疇
[
疇
脳
x
1
0
0
)
 
§
自
己
資
本
収
益
性
X
1
0
0
)
の
二
つ
が
あ
四
印
滴
料
活
踪
（
月
翌 五六
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異
な
っ
た
生
産
段
階
の
経
営
体
の
比
較
に
は
総
生
産
性
数
値
の
み
が
用
い
次
に
、
ど
の
よ
う
な
前
提
の
場
合
に
、
上
述
の
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
性
数
値
が
適
用
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
創
造
価
値
係
数
は
製
造
深
度
が
同
一
で
あ
る
経
営
体
の
比
較
の
場
合
に
の
性
が
用
い
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
異
な
っ
た
産
業
部
門
の
経
営
体
、
ま
た
は
生
産
性
比
較
と
収
益
性
比
較
産
性
が
適
当
で
あ
り
、
発
展
比
較
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
純
化
労
働
生
産
み
有
用
で
あ
り
、
そ
う
で
な
い
場
合
に
は
、
構
造
比
較
に
対
し
て
資
本
生
決
算
と
商
法
上
の
財
務
決
算
に
わ
か
れ
る
）
の
対
象
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
個
々
の
数
値
が
ど
の
よ
う
な
比
較
対
象
に
関
係
す
る
か
に
つ
い
て
、
レ
ー
マ
ン
は
、
創
造
価
値
係
数
・
資
本
生
産
性
お
よ
び
総
生
産
性
は
狭
義
の
経
営
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
り
、
経
営
資
本
収
益
性
は
広
義
の
経
営
に
、
自
己
資
本
収
益
性
は
全
体
の
経
営
経
済
に
関
係
す
る
比
31 
nu 
較
値
で
あ
る
と
述
べ
る
。
こ
れ
を
簿
記
決
算
の
形
体
か
ら
み
る
と
、
狭
義
の
経
営
は
狭
義
の
経
営
決
算
の
対
象
で
あ
り
、
広
義
の
経
営
は
広
義
の
経
営
決
算
、
全
体
の
経
営
経
済
は
財
務
決
算
も
し
く
は
総
決
算
（
内
部
財
務
る。 に
よ
る
と
さ
れ
、
こ
こ
で
は
資
本
生
産
性
を
も
っ
て
代
表
せ
し
め
て
い
る
。
な
お
、
資
本
生
産
性
は
純
化
さ
れ
た
労
働
生
産
性
と
等
し
い
も
の
で
e“
 
u
 
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
う
ち
、
い
ず
れ
を
と
る
か
は
そ
の
時
々
の
比
較
目
的
五
七
て
効
果
が
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。
山
概
観
を
得
る
た
め
に
本
書
の
構
成
内
容
を
目
次
に
し
た
が
っ
て
示
し
て
お
く
。
一
章
工
業
経
営
比
較
概
念
（
九
頁
l
-
―
一頁）
一
節
経
営
比
較
の
一
般
的
特
徴
二
節
工
業
経
営
比
較
の
特
性
二
章
経
営
比
較
の
目
的
(
-
四
頁
1
一
五
頁
）
一
節
経
営
比
較
の
最
終
目
的
と
中
間
目
的
二
節
発
展
比
較
と
構
造
比
較
三
章
経
営
比
較
の
手
続
面
（
一
六
ー
ニ
六
頁
）
一
節
比
較
値
と
し
て
機
能
す
る
数
字
の
形
式
的
特
性
二
節
系
列
項
比
較
と
し
て
の
経
営
比
較
三
節
イ
ス
ト
・
イ
ス
ト
比
較
と
ゾ
ル
・
イ
ス
ト
比
較
四
章
経
営
比
較
の
実
質
面
（
二
七
頁
1
五
四
頁
）
一
節
経
営
比
較
の
進
備
・
実
行
お
よ
び
利
用
二
節
経
営
比
較
の
対
象
三
節
比
較
値
と
し
て
機
能
す
る
数
字
の
実
質
的
特
性
四
節
特
殊
な
比
較
値
と
し
て
の
経
済
性
措
定
的
良
さ
数
字
（
経
済
性
）
五
節
経
営
比
較
の
実
質
的
順
序
五
章
発
展
比
較
の
有
用
な
設
定
の
た
め
の
主
要
観
点
（
五
五
頁
1
八
五
頁
）
一
節
発
展
比
較
．
描
造
比
較
の
取
扱
い
に
つ
い
て
の
前
が
き
二
節
発
展
の
変
動
方
向
の
早
期
認
識
の
た
め
の
配
應
三
節
貨
幣
価
値
変
動
の
影
響
の
排
除
四
節
資
本
集
約
度
変
動
の
顧
慮
五
節
特
に
短
期
発
展
比
較
の
場
合
の
計
箕
期
間
の
種
々
な
る
長
さ
に
つ
い
て
の
配
慮
六
節
特
殊
な
技
術
効
率
比
較
・
市
場
効
率
比
較
の
特
性
を
も
つ
発
展
比
較
(
a
、
原
理
b
、
技
術
構
成
分
C
、
市
場
樅
成
分
d
、
技
術
ー
及
び
市
場
構
成
分
の
結
合
）
七
節
発
展
比
較
の
利
用
に
関
す
る
原
理
七
章
構
造
比
較
の
有
用
な
設
定
の
た
め
の
主
要
観
点
（
八
六
頁
1
一
六
七
頁
）
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一
節
構
造
比
較
と
発
展
比
較
問
題
の
部
分
的
照
応
関
係
二
節
構
造
比
較
対
象
の
限
定
性
三
節
構
造
比
較
の
た
め
の
比
較
値
の
選
択
四
節
創
造
価
値
ー
及
び
収
益
性
比
較
と
し
て
の
構
造
比
較
五
節
製
造
原
価
計
算
的
ー
及
び
使
用
原
価
計
算
的
経
済
性
比
較
と
し
て
の
構
造
比
較
六
節
創
造
価
値
ー
及
び
収
益
性
比
較
の
特
性
を
も
つ
構
造
比
較
の
個
別
問
題
(
a
、
評
価
の
種
類
b
、
比
較
対
象
た
る
経
営
の
種
類
C
、
比
較
経
営
の
老
旧
度
の
顕
慮
d
、
比
較
経
営
の
縛
記
決
算
に
お
け
る
賃
借
設
備
と
支
払
賃
借
料
e
、
総
生
産
性
構
造
比
較
の
設
定
の
場
合
の
利
子
率
の
問
題
）
七
節
創
造
価
値
ー
及
び
収
益
性
比
較
の
特
性
を
も
つ
構
造
比
較
の
設
定
に
対
す
る
措
定
例
八
節
構
造
比
較
の
利
用
に
関
す
る
原
理
九
節
内
部
経
営
の
充
足
性
構
造
比
較
の
設
定
に
、
関
す
る
原
理
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⑫
労
働
生
産
性
の
純
化
は
ま
ず
原
初
労
慟
生
産
性
の
発
展
の
指
数
を
と
り
、
こ
れ
を
そ
れ
ぞ
れ
照
応
す
る
期
問
の
資
本
集
約
度
の
指
数
で
割
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
。
（
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稼
「
レ
ー
マ
ン
『
生
産
性
会
計
』
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
（
木
村
和
三
郎
編
「
生
産
性
会
計
」
税
務
経
理
協
会
刊
所
収
）
―
10
八
頁
以
下
参
照
）
。
⑬
レ
ー
マ
ン
の
経
営
概
念
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
レ
ー
マ
ソ
『
原
価
理
論
』
に
生
産
性
比
較
と
収
益
性
比
較
（
山
上
）
い
る
。
数
（
比
率
）
を
考
え
る
こ
と
、
時
価
で
の
評
価
が
必
要
で
あ
る
こ
と
(II
②
 
ー
原
価
計
算
価
値
）
を
強
調
し
P
、
そ
の
た
め
に
五
a
.
b
表
（
「
全
体
簿
記
決
算
の
成
果
計
算
面
」
と
「
全
体
簿
記
決
算
の
在
高
計
算
面
」
）
を
掲
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
表
は
い
ず
れ
も
四
区
分
か
ら
な
っ
て
お
り
、
表
に
も
と
づ
い
て
資
本
生
産
性
・
経
営
資
本
収
益
性
・
実
際
の
自
己
資
本
収
益
性
お
よ
び
想
像
上
の
自
己
資
本
収
益
性
を
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
灘
出
し
て
滴
雷
言
=
1
0
0
x
5
謬
蒻
1
1
9
7
%11
9
.
8
%
 
1
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,
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7
0
 
1
7
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3
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5
 
際
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丹
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踪
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1
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0
 
渇
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0
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口
濠
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踪
寄
1
1
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0
0
x
1
1
9
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1
%
2
0
1
,
5
9
5
 
(二）
2
1
,
7
9
0
 
1
5
9
,
8
6
5
 
(三）
迄
菊
L
0
匹
印
濠
卦
淀
踪
寄
1
1
1
0
0
x
（
一
）
井
哭
舟
誼
際
晦
滴
汁
11179,750.1:.
(
1
7
9
,
7
5
0
|
1
6
,
8
7
0
)
1
1
1
6
2
,
8
8
0
 
D
M
o緊
柿
舟
描
ま
ず
第
一
に
評
価
問
題
に
つ
い
て
、
レ
ー
マ
ン
は
比
較
値
と
し
て
相
対
ろ
う
。 さ
て
、
そ
れ
で
は
生
産
性
比
較
と
収
益
性
比
較
の
個
々
の
問
題
点
に
移
つ
い
て
の
一
考
察
T
」
（
本
誌
第
四
巻
第
五
号
）
六
四
頁
参
照
。
五
八
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5a表
借方
全体簿記決算の成果計算面
創造価値計算としての狭義の経営成果計算 貸li
生
産
性
比
較
と
収
益
性
比
較
前給付原価：
動力費をふくむ材料費
原価計雰的減価償却費
その他の前給付原価
創造価値：
賃金給料
法的・任意的社会費
税
狭義の経営資本収益
60,040 
14,400 
15,900 
| 
154,600 
17,100 
18,500 
19,460 
90,340 
総収益：
売上
製品在高の増加
（
山
上
）
209,660 
300,000 300,000 
借方
顧客割引控除
広義の経営資本収益
広義の経営成果計算
3,270 
16,870 
20,140 
借方
担保利子
臨時費用
実際の自己資本収益
狭義の経営資本収益
供給者割引控除
内部財務ーあるいは総成果計算
1,250 
20 
18,390 
19,660 
借方
簿記的減価償却費
公表自己資本収益
＝年次貸借対照表利益
広義の線営資本
投資収益及び有価証券利子
臨時収益
商法上の財務ーあるいは総成果計算
11,000 
21,790 
32,790 
貸方
I 
19,460 
680 
20,140 
実際の自己資本収益
原価計算的減価償却費
貸方
16,870 
1,850 
940 
19,660 
貸方
32,790 
18,390 
14,400 
6
辿
‘̀ 
五
九
2
9
3
,
4
7
0
 
1
1
l
O
O
X
"
＂3
3
0
%
 
器
,
9
8
0
5
a
b
湖
丙
．
斤
が
滴
卦
冷
臨
溶
1
1
1
0
0
1
1
9
7
9
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2
8
,
6
6
0
 
2
1
5
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8
0
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x
 
2
0
4
,
4
9
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1
1
l
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"
＂95
%
 
2
1
5
,
8
0
0
 
次
に
、
比
較
対
象
経
営
の
老
旧
度
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
同
一
の
製
6
渇
‘、
5
a
浙
丙
斤
が
塗
賑
室
言
念
緊
1
1
1
0
0
1
1
3
3
2
%
 
2
9
3
`
4
7
0
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9
0
,
3
4
0
 
x
 
数
と
資
本
生
産
性
の
差
異
を
求
め
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。
（
二
）
柑
斉
卦
曲
湮
呻
皿
印
滴
計
（
潰
顎
a)
1
 
(
1
9
2
,
4
0
0
)
＋
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団
濠
汁
活
庚
9
,
1
9
5
)
2
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）
井
芍
ま
竺
追
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皿
口
滴
汁
(
≫
湖
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1
 
(
1
4
8
`
9
7
0
)
＋
ー
皿
団
淑
t
1淀
踪
(
1
0
`
8
9
5
)
2
 
そ
し
て
、
狭
義
の
経
営
成
果
計
算
を
創
造
価
値
計
算
と
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
前
表
か
ら
③
 
原
価
計
算
割
引
額
を
除
去
し
た
六
表
を
示
し
て
い
る
。
今
、
こ
れ
ら
両
表
か
ら
の
創
造
価
値
係
334 
5 b表
借方
設備新価値＝原価計算価値
設備補充
在庫品＝原価計算価値
流動資金，経営に必要な
全体簿記決算の在高計算面
実体資本計算としての狭義の経営貸借対照表 貸方
183,500 以前の減価償却，原価計冥上 72,000 
64,800 修繕・保証義務引当金 6,000 
41,000 実体資本：利子計算する 151,000 
4,500 利子計算しない 64,soo I 21s,soo 
293,800 I I I 293,800 
借方
狭義の経営実体資本
売掛金
広義の経営貸借対照表
215,800 
36,250 
252,050 
設備補充，対立項目
買掛金
広義の経営資本
貸方
64,800 
7,500 
179,750 
252,050 
生
産
性
比
較
と
収
益
性
比
較
（
山
上
）
借方 貸方
広義経営資本
投資および有価証券
流動資金．経営に必要でない
内部財務ーあるいは総貸借対照表
179,750 担保付負債
30,200 実際の期首資本
25,840 実際の自己資本収益
235,750 
借方 商法上の財務ーあるいは総貸借対照表
192,400 
18,390| 210,790 
235,790 
25,000 
実際の自己資本
設備＝簿記的価値
在庫品＝薄記的価値
73,530 
38,940 
210,790 
112,470 
貸方
設備．原価計算価値（残） 111,500 
在庫品＝原価計算価値 41,000 
期首資本 120,000 
引当金 25,000 
繰越利益 3,970 I 148,970 
公表自己資本収益
＝年次貸借対照表利益 I 21,790 
・1 323,260 
152,000 
＇ 
323,260 ! 
！ 
造
方
法
・
販
売
条
件
の
同
一
部
門
・
規
模
の
一
―
―
つ
の
経
営
の
資
本
生
産
性
の
比
較
に
つ
い
て
、
創
造
価
値
額
・
設
備
新
価
値
・
在
庫
品
・
流
動
資
金
・
修
繕
及
び
保
証
義
務
引
当
金
等
が
同
額
で
あ
り
、
老
旧
度
が
異
な
る
（
し
た
が
っ
て
減
価
償
却
引
当
金
が
異
な
っ
て
く
る
）
例
を
あ
げ山
て
次
の
よ
う
に
述
ぺ
て
い
る
。
（
七
a
表
参
照
）
。
す
な
わ
ち
、
各
経
営
の
場
合
、
実
体
資
本
が
異
な
っ
て
く
る
の
で
、
資
本
生
産
性
も
異
な
っ
て
く
る
。
し
た
が
っ
て
、
経
営
老
旧
度
を
考
え
な
い
と
、
旧
い
経
営
が
新
し
い
経
営
よ
り
経
済
的
に
稼
動
し
た
よ
う
に
み
え
る
の
で
誤
り
と
な
る
。
こ
の
矛
盾
の
解
決
策
と
し
て
、
レ
ー
マ
ン
は
次
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
⑱
実
体
資
本
貸
借
対
照
表
の
借
方
に
、
老
旧
度
の
調
整
の
た
め
、
減
価
償
却
引
当
金
と
同
額
の
補
充
額
（
設
備
補
充
項
目
）
を
計
上
し
、
原
初
設
備
価
値
と
一
致
せ
し
め
る
。
⑮
技
術
発
展
が
み
ら
れ
る
場
合
に
は
、
設
備
補
充
項
目
の
算
定
に
あ
た
っ
て
、
こ
の
「
発
展
分
」
六
〇
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6表
借方
生
産
性
比
較
と
収
益
性
比
較
前給付原価：
材料費
ー）計算外仕入割引
（原）減価伯却費
その他前給付原価
創造価値：
賃金給料
法的・任意的社会費
税
狭義の経営資本収益
経営簿記決算の成果一および在高計算
創造価値計算としての狭義の経営成果計算（修正） 貸方
290,000 
6,5301 283,470 
10,0001 293,470 
60,040 
1,360| 58,680 
14.400 
15,900 
総収益：
売上
ー）計算外売上割引
製品在高の増加
88,980 
（
山
上
）
154,600 
17,100 
18,500! 
三 1竺竺
293,470' 293,470 
借方
計算外仕入割引
願客割引控除
広義の経営資本収益
広義の経営成果計算
1,360 
3,270 
16,870 
21,500 
借方
設備新価値＝原価計算価値
設備補充
在庫品＝原価計算価値
流動資金，経営に必要な
狭義の経営資本収益
計算外売上割引
供給者割引控除
実体資本計算としての狭義の経営貸借対照表
183,500 
64,800 
41,000 
4,500 
293,800 
貸方
14,290 
6,530 
680 
21,500 
貸方
以前の減価償却費（原）
修繕・保証義務引当金
実体資本：利子計算する 151,000 
利子計惇しない 64,800 215,800 
293,800 
72,000 
6,000 
借方
狭義の経営実体資本
売掛金
広義の経営貸借対照表
215,800 
36,250 
252,050 
設備補充一対立項目
買掛金
広義の経営杏本
貸方
64,800 
7,500 
179,750 
252,050 
ー』
ノ‘
c
逆
に
貨
幣
価
値
下
落
時
に
は
、
「
貨
幣
価
値
下
落
分
」
だ
け
引
当
金
に
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0
+
6
6
•
6
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際
疎
C
"
廻
審
苺
浅
虫
皿
1
 
1
1
3
7
,
0
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0ー
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2
X
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1
冷
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1135•150DM 
漏
吝
滴
汁
=
1
8
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•
5
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0
+35•150DM11222,650DM 
を
引
当
金
よ
り
控
除
し
た
額
だ
け
設
（一）
定
す
る
。
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う
で
あ
る
が
）
、
減
価
償
却
お
よ
び
そ
れ
に
よ
る
流
動
化
部
分
に
つ
い
て
は
別
個
に
投
資
を
行
わ
な
い
で
、
在
庫
品
の
調
逹
に
用
い
ら
れ
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
資
本
生
産
性
計
算
の
た
め
に
は
、
こ
の
超
過
在
庫
品
を
計
算
す
る
必
要
が
生
ず
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
た
め
に
「
在
庫
品6
 
に
含
ま
れ
る
設
備
財
産
の
流
動
部
分
の
取
扱
い
」
と
い
う
表
（
八
表
参
照
）
を
掲
げ
て
、
こ
の
要
因
に
対
す
る
修
正
を
行
っ
て
い
る
。
第
三
に
、
比
較
経
営
の
簿
記
決
算
に
お
い
て
、
賃
借
設
備
と
支
払
賃
伯
料
に
特
別
の
考
慮
を
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
実
体
資
本
計
算
な
お
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
（
そ
の
他
自
由
主
義
国
に
お
い
て
も
、
そ
7a表
老旧度を考慮しない実体資本計算
-- -- - -
-9―-？_1経営 A 1経営 B」経営 c
設備新価値 185,ooo I 185,ooo 
在庫品 41,ooo I 41,000 
流勁経営洒金 4,500 I 4,500 
230,500 I 230,500 I 
I経営 A I経営 B I経営 C
設備価侑修正 111,000 I 74,oco 
引当金 6,000 I 6,000 
実体資本 113,500 I 150,500 
， 
― -_J 2 30 , 500 | ＿ 2 3 0 , 5 0 0 | 2 30 ， 竺竺
貸 方
185,000 
41,000 
4,500 
230,500 
37,000 
6,000 
187,500 
7 b表
比較経営の老旧度を考慮した資本生産性比較
A の場合 1経営 A I経営 B I経営 c
創造価値 DM [ 204,490 [ 204,490 
実体資木 DM [ 224,500 [ 224,500 
資本生睦性96 91.1 91.I 
B の場合 1経営 A I経営 B I経営 c
創追価値1DM [ 204,490 [ 204,490 
実体資本 DM I 207,850 I 211,100 
査本生産性% I 98.4 I 94.2 
C の場合 1経営 A I経営 B I経営 c
創逝価値 DM [ 204,490 [ 204,490 
実体資本 DM [ 231,100 I 227,460 
狩本生産性96I 88.s I 89.9 
204,490 
224,500 
91.1 
（
在
高
面
）
に
賃
借
設
備
の
価
値
（
原
価
計
算
価
値
）
お
よ
び
そ
の
設
備
補
充
項
目
を
含
め
、
同
時
に
こ
の
額
か
ら
賃
借
設
備
に
対
す
る
減
価
償
却
引
当
金
を
差
引
い
た
額
を
広
義
の
経
営
貸
借
対
照
表
内
に
お
い
て
「
対
立
項
目
」
と
し
て
計
上
す
る
。
ま
た
、
成
果
計
算
面
に
お
い
て
も
、
賃
借
設
備
に
対
す
る
減
価
償
却
費
を
計
上
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
支
払
賃
借
料
に
つ
い
て
も
、
そ
の
額
を
減
価
供
却
賛
部
分
と
利
子
部
分
に
分
割
し
、
前
者
を
創
造
価
値
計
算
内
の
前
給
付
原
価
項
目
に
入
れ
、
後
者
↑
 
を
創
造
価
値
項
目
と
し
て
計
上
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
、
自
己
設
備
だ
け
で
稼
動
し
て
い
る
経
営
と
賃
借
設
備
だ
け
で
稼
動
し
て
い
る
経
営
の
204,490 
222,650 
91.8 
（
一
）
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今
、
こ
の
よ
う
な
調
整
を
行
っ
た
資
本
生
産
（一）
51
性
の
比
較
表
を
示
す
と
、
七
b
表
の
通
り
で
あ
る
(
b
は
技
術
発
展
の
あ
っ
た
場
合
、
C
は
貨
幣
価
値
下
落
の
あ
っ
た
場
合
）
。
204,490 
225,240 
91.2 
加
え
て
設
備
補
充
項
目
を
設
定
し
な
け
れ
ば
（一）
な
ら
な
い
。
生
産
性
比
較
と
収
益
性
比
較
（
山
上
）
ーノ‘
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8表
借方
在庫品に含まれる設備財産の流動部分の取扱い
生
産
性
比
較
と
収
益
性
比
較
設備新価値（原）
設備補充
在庫品
流動経営皆金
実体資本計寡
（誤） （正）
185,000 185,000 
101,010 I 101,010 
1s2,ooo I 41,000 
4,soo I 4,soo 
442,510 I 331,510 
借方
G
山
上
）
狭義の経営実体資本
売掛金
以前の減価償却（原）
修繕等の引当金
実体賓本
広義の経営貸借対照表
325,510 I 214,510 
36,250 I 36,250 
361, 760 I 250, 760 
設備補充一対立項目
買掛金
広義の経営資本
貸方
（誤） （正）
111,000 I 111,000 
6,000 I 6,000 
325,510 I 214,510 
442,510 331,510 
貸方
101,010 I 101,010 
7,500 I 7,soo 
253, 250 I 142,250 
361,760 I 250,760 
借方
広義の経営資本
経営に必要でない在庫品
流動資金．経営に必要で
ない
内部財務ーあるいは総貸借対照表
253,250 I u2,250 担保付負債
- I 111,000 実際の期首自己資本
25,840 I 25,840 実際の自己資本収益
279,090 I 279,090 
借方 商法上の財務ーあるいは総貸借対照表
貸方
1os,ooo I 1os,ooo 
155, 700 I 155, 100 
18,390 I 18,390 
279, 090 I 279, 090 
貸方
実際の期末自己資本
設備＝簿記的価値
経営に必要な在庫品（簿）
174,090 
75,530 
38,940 
設備＝原価計算価値（残）
経営に必要な在庫品（原）
期筐資本
引当金
繰越利益
年次貸借対照表利益
1 286,560 | 
74,000 
41,000 
120,000 
25,000 
3,970 
22,590 
286,560 
I 
六
⑧
 
簿
記
決
算
を
示
す
と
、
九
a
.
b
表
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
表
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
は
、
算
定
さ
れ
た
両
経
営
の
資
本
生
産
性
が
同
額
に
な
る
に
も
拘
ら
ず
、
収
益
性
数
値
に
関
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
資
本
生
産
性
は
九
四
・
七
五
％
、
（
広
義
の
）
経
営
資
本
収
益
性
は
そ
れ
ぞ
れ
九
・
三
八
％
、
四
・
三
五
％
、
実
際
の
自
己
資
本
収
益
性
は
そ
れ
ぞ
れ
九
・
ご
一
彩
、
八
・
一
六
％
、
公
表
の
自
己
資
本
収
益
性
は
一
―
―
-
•
六
三
形
、
八
・
三
四
彩
と
な
り
、
財
務
要
因
に
よ
っ
て
、
収
益
性
が
い
か
に
左
右
さ
れ
る
か
を
示
し
て
い
る
。
最
後
に
、
総
生
産
性
構
造
比
較
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
計
算
因
子
で
あ
る
利
子
率
に
つ
い
て
注
意
を
払
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
計
算
利
子
率
が
低
い
程
資
本
集
約
度
の
高
い
経
営
が
有
利
に
判
断
さ
れ
、
逆
に
、
計
算
利
子
率
が
高
い
程
、
資
本
集
約
度
338 
9a表 自己設備および賃借設備での簿記決算（成果計算面）
経営H
借方
経営J
狭義の経営の創造価値計箕
経営H 経営J
貸方
前給付原価：
材料費，計算外仕入割引
控除
自己設備減価償却
賃借料の減価償却分Clii)
その他前給付原価
創造価値：
賃金給料
法的・任意社会費
税
賃借料の利子部分
狭義の自己経営資本収益
58,680 
14,400 
154,600 
17,lOO 
18,500 
13,900 
14,290 I 390 
204,490 I 204,490 
| 
293,470 I 293,470 
154,600 
17,100 
18,500 
借方
計算外仕入割引
顧客割引控除
広義の自己経営資本収益
借方
支払賃借料
担保利子
臨時費用
実際の自己資本収益
15,900 
88,980 
58,680 
14,400 
15,900 
88,£80 
総収益：
売上，売上割引控除
製品在高の増加
広義の経営成果計算
1,360 1,360 
3,270 3,270 
16,870 I 2,9?0 
21,soo I 7,600 
貸方
狭義の自己経営資本収益 u,290 I 390 
計算外売上割引 6,530 6,530 
供給者割引控除 680 I 680 
21,soo I 7,aoo 
内部財務ーあるいは総成果計算
25,000 
1,2so I 1,2so 
20 I 20 
18,390 I 7,790 
19,660 I 34,060 
偕方
（簿）自己股備減価債却
公表自己資本収益
＝年次貸借対照表利益
商法上の財務ーあるいは総成果計算
11,000 
21,790 I 7,790 
32,790 I 7,790 
283,470 
10,000 
293,470 
283,470 
10,000 
293,470 
; 293,47。1 293,470 
貸方
広義の自己経営資本収益 16,870 2,970 
計算賃借料（原）， 2項目 28,300 
投資収益および有価証券 1,850 1,850 
利子
臨時収益 940 I 940 
19,660 I 34,060 
貸方
実際の自己資本収益
（原）自己設備の減価佃却
I I 
7,790 
7,790 
生
産
性
比
較
と
収
益
性
比
較
（
山
上
）
六
四
す
な
わ
ち
、
山
実
が
重
要
で
あ
る
。
で
行
う
こ
と
が
必
は
、
全
企
業
の
収
利
子
率
の
確
定
に
果
に
大
き
な
影
響
を
及
ぽ
す
。
計
算
よ
う
に
計
算
利
子
率
の
選
択
は
、
総
る
結
果
と
な
る
か
都
合
に
判
断
さ
れ
ら
で
あ
る
。
こ
の
生
産
性
比
較
の
結
益
還
元
利
子
率
の
確
定
と
同
じ
観
点
要
で
あ
り
、
そ
の
場
合
、
次
の
二
点
に
注
意
す
る
こ
と
の
高
い
経
営
が
不
339 
9 b表 自己設備および賃借瞑畑での薄記決算（在高計算面）
生
産
性
比
較
と
収
益
性
比
較
（
山
上
）
借方
経営H 経営J
狭義の経営実体資本計算
経 営H 星 J
貸方
自己設備，原価計算的新価値
賃借設備，原価計算的新価値
自己設備補充
賃借設備補充
在庫品（原）
流動資金．経営に必要な
183,500 
64,800 
183,500 
64,800 
41,000 I 41,000 
4,soo I 4,500 
| | 
293,800 I 293,800 
自己設備の価値修正(Ji{)
賃借設備の価値修正
引当金
実体資本
72,000 
6,000 
215,800 
72,000 
6,000 
215,800 
293,800| 293,800 
借方 広義の経営貸借対照表 貸方
狭義の経営実体資本
売掛金
借方
215,800 
36,250 
215,800 
36,250 
自己設備補充，対立項目
賃借設備の対立項目（残）
＝要求賃借信用
買掛金
広義の経営資本
252,050| 252,050 9 
64,800 
176,300 
7,500 I 1,soo 
179,750 I 68,250 
252, 050 I 252, 050 
広義の経営資本
投資および有価証券
流動資金，経営に必要な
内部財務ーあるいは総貸借対照表
179,750 I 68,250 
ao,200 I ao,200 
. 25,840 I 25,840 
235,790 I 124,290 
借方
担保付負債
実際の期首自己資本
実際の自己資本収益
商法上の財務ーあるいは総貸借対照表
貸方
25,000 I 2s,ooo 
192,400 I 91,500 
18,390 I 7,790 
235,790 I 124,290 
貸方
実際の自己資本
自己設備（簿）
在庫品（簿）
210,790 
73,530 
38,940 
99,290 
39,940 
自己設備（原）＝残高
在庫品（原）
期首資本
引当金
繰越利益
公表自己資本収益
＝年次貸借対照表利益
111,500 
41,000 
120,000 
25,000 
3,970 
41,000 
75,000 
10,000 
4,440 
323,260| 138,230 
21,190 I 7,790 
323,260 I 138,230 -
六
五 率
の
確
定
に
あ
た
っ
て
は
、
資
に
対
す
る
利
子
率
以
外
に
、
各
部
門
個
有
の
危
険
付
加
を
含
む
こ
と
、
②
産
業
へ
の
投
入
は
長
期
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
利
子
貨
幣
市
場
か
ら
で
な
く
資
本
市
場
か
ら
出
発
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
。
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の
支
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9
 
工
場
住
宅
収
益
1
7
,
4
2
1
.
2
8
 
4
1
,
3
5
4
.
8
0
 
1
,
5
5
3
.
4
6
 
材
料
費
・
動
力
費
1
,
7
$
8
,
5
3
5
,
2
2
 
7
,
9
9
2
,
4
1
2
.
8
3
 
1
,
0
2
4
,
8
4
9
.
7
4
 
供
給
者
割
引
控
除
3
,
0
1
6
.
0
6
 
2
3
,
8
8
4
.
4
0
 
5
3
0
.
,
S
 
賃
金
6
6
3
,6
4
3
.—
 
3
,
8
0
9
,
5
7
9
.
5
5
 
6
3
8
,
5
6
2
.
6
8
 
そ
の
他
の
利
子
収
益
4
,
5
7
3
.
4
0
 
1
0
,
2
7
0
.
1
0
 
給
料
1
0
6
,
4
9
1
.
6
6
 
1
,
0
4
0
,
2
2
5
.
5
8
 
1
0
6
,
8
9
9
.
6
7
 
貸
倒
引
当
金
戻
入
3
,9
9
1
.—
 
支
配
人
給
料
6
0
,0
0
0
.—
 
臨
時
収
益
2
5
2
,
2
0
4
.
6
7
 
I
 
7
,5
3
5
.4
~
 
法
的
・
任
意
社
会
費
1
3
0
,
3
9
9
.
4
7
 
5
4
6
,
0
6
9
.
0
3
 
6
1
,
7
9
1
.
9
3
 
減
価
償
却
翡
1
1
6
,
1
8
6
.
9
8
 
5
2
6
,
0
0
5
.
4
3
 
3
6
,
0
5
8
.
7
3
 
副
次
経
営
に
対
す
る
賃
借
料
4
5
,
9
8
1
.
3
5
 
外
部
用
役
挫
2
3
3
,
5
1
1
.
7
9
 
4
3
7
,
6
2
4
.
3
8
 
1
2
8
,
6
2
0
.
4
5
 
輸
出
債
権
公
課
4
7
,
2
8
2
.
6
6
 
1
2
,
8
9
3
.
4
6
 
3
6
,
9
6
0
.
3
0
 
売
上
税
8
0
,
1
8
0
.
9
5
 
8
9
,
1
6
4
.
0
2
 
4
2
,
0
9
7
.
4
4
 
そ
の
他
の
経
営
税
3
7
,
7
2
8
.
5
7
 
1
8
7
,
8
3
2
.
9
1
 
2
0
,
5
2
3
.
6
9
 
法
人
税
3
3
,
5
6
9
.
2
5
 
寄
付
金
9
,
3
9
7
.
5
1
 
1
0
,
7
0
4
.
0
8
 
4
,
5
2
2
.
1
8
 
分
担
金
4
,
4
5
5
.
9
6
 
1
6
,
7
4
6
.
9
0
 
4
,
1
4
5
.
8
3
 
顧
客
割
引
控
除
4
4
,9
0
0
.—
 
2
9
,
4
3
2
.
2
1
 
3
6
,
8
4
6
.
9
9
 
そ
の
他
の
利
子
費
3
2
,
5
7
5
.
9
1
 
4
0
.
4
8
5
.
9
7
 
1
8
,
9
5
4
.
7
9
 
臨
時
費
用
3
,
9
0
7
.
0
4
 
3
9
5
,
4
5
0
.
1
0
 
8
,
4
5
8
.
4
4
 
旧
組
合
l4
年
金
9
,6
0
0
.—
 
計
算
給
料
60,000.―
|
 
3
0
3
,
4
0
2
.
3
2
 
4
0
,0
0
0
.—
 
自
己
衰
本
収
益
5
2
1
,
2
8
5
.
0
3
 
1
8
,
0
9
9
.
1
8
 
4
,
s
s
i
,
6
3
8
.
4
7
 
I
 
2
1
,
4
1
2
,
6
1
4
.
8
6
 
I
 2.
9
3
7
,
6
9
8
.
9
5
 
4
,
8
5
1
,
6
3
8
.
4
7
 
|
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4
1
2
,
6
1
4
.
8
6
 
|
 2
,
9
3
7
,
6
9
8
.
9
5
 
1
0
b
表
商
法
上
の
貸
借
対
照
表
（
借
方
）
企
業
：
設
備
在
9ボ
品
光
掛
金
供
給
者
へ
の
手
付
金
コ
ソ
ツ
ェ
ル
ン
ifi
求
権
そ
の
他
II 
積
極
計
冥
限
界
有
価
証
券
，
特
殊
銀
行
勘
定
現
金
小
切
手
，
予
金
投
費
私
勘
定
．
借
Itlt
循
補
助
金
割
当
A
 
B 
c 
5
1
8
,
4
2
4
.
0
8
 
I
 3,840,444,52 
I
 
3
5
9
,
4
6
0
.
6
3
 
1,012,s99,93 
I
 s
,
s
s
2
,
1
9
4
.
5
2
 
I
 
6
5
0
,
5
2
9
.
9
0
 
2
9
1
,
6
1
6
.
9
9
 
I
 
695,258.07 
I
 
12s,020.ss 
1,s01.so 
I
 
1ss,099,40 
I
 
6,614.12 
1,391,838.63 
7
4
0
.
7
4
 
I
 
9
,
1
9
7
.
5
0
 
I
 
1,192.51 
30,994.90 
I
 
56,956.21 
I
 
9,711.79 
53,625.—
-
4
1
7
.
4
0
 
68,162:67 
I
 
s
o
,
1
2
4
.
o
s
 
I
 
2,461.29 
30,000.—
 I
 
2
,
3
0
0
,
2
6
0
.
1
3
 
11,814,112,90 |
 1,207,997,74 
246,198.32 
70,000.—
 
4
1
,
5
8
9
.
2
5
 
10,000.—
 |
 
（
貸
方
）
企
業
：
A
 
B
 
C
 
買
掛
金
229,162.56 
921,827.76 
210,003.83 
顧
客
の
手
付
金
32,068.12 
1,824.75 
手
数
料
義
務
92,149.73 
13,172.47 
5,684.04 
コ
ソ
ツ
エ
ル
ン
偵
務
3,204,241.30 
銀
行
債
務
111,649.34 
3,599.92 
担
・保
II 
68,183,55 
30,657.72 
手
形
II
10,302.99 
貸
付
及
び
組
合
貝
当
座
勘
定
175,206.16 
488,043.13 
そ
の
他
の
義
務
23,290.16 
269,175.62 
消
極
計
算
限
界
232,295.98 
154,613.59 I
 33,571.21 
貸
付
引
当
金
10,669.—
 
118,512.38 
2
,2
0
0
.—
 
そ
の
他
II
385,450.—
 
補
充
調
達
引
当
金
18,500.—
 
10,699.05 
補
助
金
準
備
金
75,095.41 
10,000.—
 
公
称
資
本
6,000,000 
法
定
引
当
金
300,000 
資
本
勘
定
，
期
首
在
高
794,422,55 
303,402.32 
337,311.92 
利
益
に
お
け
る
計
第
給
料
60,000.—
 
40,000.—· 
自
己
資
本
収
益
521,285.03 
18,099.18 
2,300,260.13 
1
 11,814,112.90 
l
 l.207,997.74 
4s" 
l
 
l
 
l
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lla/A表
借方
比較経営Aの区分成果計算
創造価値計算としての狭義の経営成果計算 貸方
前給付原価：
材料．動力費
ー計算外仕入割引
商人リペート
売上手数料
外部用役費
（原）減価償却費
（原）危険費
創造価値：
賃 金
給料
組合員計算給料
法的及び任意社会贅
売上税
その他経営税
寄付金
寄贈
狭義の経営資本収益
131,762.99 
501,244.50 
1,593,541. 62 
l 
4,645,091.— | 4,645,091.— 
l 
借方
計算外仕入割引
顧客割引控除
広義の経営資本収益
借方
その他の利子費
臨時費用
旧組合員年金
実際の自己資本収益
1,788,535.22 
35,700.—1,752,835.22 --I 
682,890.— 
212,682.37 
~1,129,084.16 
169,630 
3,051,549.38 
663,643.— 
106,491.66 
60,000. —~ 
130,399.47 
80,180.95 
37,728.57 
9,397.51 
4,455,96 
960,534.13 
総収益：
総売上，製品 A 
” ， H B 一価格控除
ー計算外売上割引
ー製品在高の減少
一輸出債権公課
副収益：
工場住居収益
広義の経営成果計算
35,700.— 
·44,900.— 
505,360.50 
585,960.56 
貸方
狭義経営資本収益
計算外売上割引
供給者割引控除
内部財務ーあるいは総成果計算
32,575.91 
3,907.04 
9,600.— 
467,842.01 
513,924.96 
借方
（簿）減価償却費
公表自己資本収益
広義の経営資本収益
その他の利子収益
貸倒引当金戻入
3,440,100.— 
1,327,733.52 
839.43 
81,700.— 
65,144.92 
47,282.6614,572,866,51 
54.803.21 
17,421.28 
i4,645,091.— 
商法上の財務ーあるいは総成果計算
三巳I
実際の自己資本収益
（原）減価償却費
貸方
505,360.56 
4,573.40 
3,991. — 
513,924.96 
生
産
性
比
較
と
収
益
性
比
較
（
山
上
）
六
八
貸方
467,842.01 
169,630.— 
637,472.01 
343 
llb/ A表
借方
生
産
性
比
較
と
収
益
性
比
較
設備の原価計第的新価値
設備補充
在叩品
流勁資金，経営に必要な
比較経営Aの区分貸借対照表
狭義の経営実体資本計箆
2,856,000．ー設備の原価計算的価値修正
692,730．ー補充調逹引当金
1,012,599.93実体資本
20,000. — 
4,581,329.93 
貸方
769,700.— 
18,500 
3,793,129.93 
4,581,329.93 
借方 広義の経営貸借対照表
（
山
上
）
狭没の経営実体資本
売掛金
供給者に対する手付金
稜極計葬限界
設備補充，対立項目
買掛金
支払義務手数料
梢極計節限界
貸倒引当金
広義の経営資本
4,123,639.32 
借方
3,793,129,93 
291,616.99 
7,897.50 
30,994.90 
内祁財務ーあるいは総貸借対照表
貸方
692,730. -
229,162.56 
92,149.73 
232,295.98 
10,669.— 
2,866,632.05 
4,123,639.32 
貸方
広投の経営登本
その他の1l，t権
有価証券，特別銀行勘定
現金，小切手，予金
2,866,632.05 
740. 74 
53,625.— 
68,162.67 
実体資本計算の流動杏金
担保付負偵
貸付及び組合員当座勘定
その他の債務
補助金引当金
実際の期首自己資本
＋実際の自己資本収益
＋利往中の計算給料
一私的買入
ー補助金への割当
実際の期未自己資本
2,989,160.46 
借方
実際の期末自己脊本
設備（簿）
麻法上の財務ーあるいは総貸借対照表
I2,627,385.18 
518,424.08 
20,000. — 
68,183.55 
175,206.16 
23,290.16 
75,095.41 
2,415,741.49 
467,842.01 
60,000.— 
246,198.32 
70,000. — 
2,627,385.1812,627,385.18 
2,989,160.46 
ハ九
設備新•価値（原）
価俯修正（原）
公表自己資本（期ti)
＋公表自己済本収益
＋利益中の計算給料
一私的買入
ー補助金の割当
公表期末自己資本
3,145,809.26 
貸方
2,856,000.— 
769, 700.-12, 086,300. — 
794,422.55 
521,285.03 
60,000. — 
246,198.32 
70,000. — 
1,059,509.26|1,059, 509.26 
3,145,809.26 
344 
lla/B表
借方
比較経営Bの区分成果計算
創造価値計算としての狭義の経営成果計冥 貸方
前給付原価：
材料，動力費
ー（原）仕入割引
蕗人リペート
売上手数料
外部用役費
（原）減価償却費
（原）危険費
創造価値：
賃金
給 料
支配人給料
法的，任窪社会聾
取引税
その他の経営税
寄付金
贈与
狭義の経営資本収益
7,992,412.83 
159, 800.-17,832, a12.83i 
4,788,851.04 一価格割引控除
29,456.18 -（原）売上割引
437,624. 3815, 255,931.60 ー製品在高減少
645,597.— 一輸出債権公課
ー 副売上
13,734,141.43工場住居収益
3,809,579.55 
1,040,225.58 
60,000.-
~5,455,874.16 
89,164.02 
187,832.91 
10,704.08 
16,746.90 
総収益：
総売上，製品 A 
I •製品 B 
18,830,910.55 
859,887.26 
I 
41,354.80 
19,732, 
I 
生
産
性
比
較
と
収
益
性
比
較
（
山
上
）
304,447.91 
237,689.11 
5,998,011.18 
19,732,152.61 19,732,152.61 
借方
（原）仕入割引
その他の顧客割引
広義の経営資本収益
広義の経営成果計算
159,800.— 
29,432.21 
380,841.30 
570,073.51 
借方
その他利子費用
臨時費用
法 人税
実際の自己資本収益
狭義の経営資本収益
（原）売上割引
供給者割引控除
内部財務ーあるいは総成果計算
40,485.97 
395;450.10 
33,569.25 
183,810.75 
653,316.07 
借方
（簿）減価償却費
公表自己資本収益
広義の経営登本収益
その他の利子収益
臨時収益
商法上の財務ーあるいは総成果計算
526,005.43 
303,402.32 
829,407.75 
実際の自己資本収益
（原）減価償却費
貸方
237,689.11 
308,500.— 
23,884.40 
570,073.51 
貸方
380,841.30 
10,270.10 
262,204.67 
653,316.07 
貸方
183,810.75 
645,597.— 
829,407.75 
七
〇
345 
llb/B表
借方
生
産
性
比
較
と
収
益
性
比
較
設備の原価計箆的新価値
設備補充
在庫品
流動資金，経営に必要な
比較経営Bの区分貸借対照表
狭義の経営実体資本計算
13,316,180.24 設備の原価計算的新価値修正
6,020,780.— 実体資本
5,552,194.52 
140,000.— 
25,029、1引r,76
貸月
6,689,758.43 
18,339,396.33 
25,029,154.76 
借方 広義の経営貸借対照表 貸方
（
山
上
）
狭義の経営実体資本
売掛金
供給者に対する手付金
積極計算限界
借方
18,339,396.33 
695,258.07 
188,099.40 
56,956.21 
設備補充，対立項目
買掛金
顧客の手付金
手数料義務
消極計算限界
貸付金引当
経営資本（広義）
19,279,710.01 
内部財務ーあるいは総貸借対照表
6,020,780.— 
921,827.76 
32,068.,12 
13,172.47 
154,613.59 
118,512.38 
12,018,735.69 
192,297,710.01 
貸方
広義の経営資本
その他の債権
現金，小切毛銀行予金
投音
12,018,735.69実体資本計第の流動資金
9,197.50コンツェルン債務
50,124.05ーコンツェルン債権
30,000．ー銀行借入
その他義務
その他引当金
実際の期首自己資本
実際の自己資本収益
実際の期未自己資本
12,108,057.24 
3,204,24-1.30 
1,391,838.63 
l 
140,000.— 
1,812,402.67 
111,649.34 
269,175.62 
385,450.— 
9,205.568.86 
183,810.75 
9.389,3i竺 1 9,389,379.61 
12,108,057,24 
借方 商法上の財務ーあるいは総貸借対照表 貸方
実際の期末自己資本
設備（原）
七
9,389,379.61 
3,840,444.52 
設備価値（原）
一価値修正（原）
期首惰本
法定弊備金
貸借対照表利益＝
公表自己資本収益
13,316,180.24 
6,689,758.431 6,626,421.81 
6,000,000.— 
300,000.— 
303,402.321 6,603,402.32 
13,229,824.13 | 13,229,824.13 
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借方
比較経営Cの区分成果計算
創造価値計箆としての狭義の経営成果計孵 貸方
前給付原価：
材料．勁力費
ー（原）仕入割引
商人リベート
売上手数料
外部用役牲
1,024,849.74 
20,500,-1 1,004,349.74 
550,952,― 
86,579.82 
128,620.45 
（原）減価彼却費 27,600. — 
賃借料の（原）減価償却 17,725. — 
総収益：
総売上，製品 A 
II. II B 
＇ 
一価格割引
-（原）売上割引
766,152.271 
ー製品の減少
一輸出債権公課
副売上
工場住居収益
（原）危険費
創造価値：
賃金
給料
計算給料
法的・任意社会牲
取引税
経営税
寄付金
贈与
（原）賃借料の利子分
狭義経営脊本収益
45,325.— 
1,815,827.01 
I 
638,562.68 
106,899.67 
40,000. — 
61,791.93 
42,097.44 
20,523.69 
4,522.18 
4,145.83 
17,150. — 
69, 158, 33| 86, 308.33 
1,004,851.75 
2,820,678.76 
借方
計算外仕入割引
顧客割引控除
広義の経営皆本収益
併方
支払賃借料
その他利子牲
臨時費用
実際の自己府本収益
847,254.28 
71,289.14 
2,820,678.76 
広義の経営成果計第
20,500．ー 狭義の経営資本収益
36,846.99 計算外売上割引
57,542.09 供給者割引控除
114,889.08 
内部財務ーあるいは総成果計算
45,981.35 
18,954.79 
8,458.44 
26,557.91 
99,952.49 
2,768,661. — 
40,525. — 
15,274,99 
45,200. — 
11,518.75 
36, 960.30| 2,700,231.96 
118,893,34 
1,553.46 
2,820,678., 76 
借方
（薄）減価憤却費
公表自己音本収益
広義経営資本収益
（原）賃借料の減価償却
（原） II 利子分
臨時収益
裔法上の財務ーあるいは総成果計算
36,058.73 
18,099.18 
51.157.91 
貸方
69,158.33 
45,200.— 
530. 75 
114,889.08 
実際の自己資本収益
（原）減価償却費
貸方
17,725.— 
17,150.-1 34,875.— 
7,535.40 
99,952.49 
57,542.09 
生
産
性
比
較
と
収
益
性
比
較
（
山
上
）
七
貸方
26,557.91 
27,600.— 
54,157.91 
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llb/C表
借方
比較経営Cの区分貸借対照表
狭義の経営実体計葬 貸方
生
産
性
比
較
と
収
益
性
比
較
自己資本の（原）新価値 833,000.— 
賃借設備の（原）新価値 478,000.-11,311,000. — 
設備補充，自己・賃借設備 362,340.— 
在限品 650,529.90 
流動資金，経営に必要な 20,000.— 
2,343,869.90 
自己設備の価値修正
価値修正（賃借設備）
補充開達引当
狭義経営実体資本
267,600.— 
135,000.— 402,600.— 
10,699.05 
1,930,570.85 
2,343,869.90 
1{r •Jj 広義の経営貸借対照表 貸方
（
山
上
）
狭義の経営実体貸本
売掛金
供給者に対する内金
積極計第限昇
1,930,570.85 
| 
126,020.85 
| 
6,614.12 
9,711, 79 
設備補充，対立項目
要求賃借信用
買掛金
支払手形（商品手形）
顧客内金
手数料義務
消極計算限界
貸倒引当金
広義の経営資本
2,072,917.61 
l 
借方 内部財務ーあるいは総貸借対照表
362,340. — 
343,000.— 
210,003.83 
10,303.99 
1,824.75 
5,684.04 
33,571.21 
2,200.— 
1,103,990.79 
2,072,917.61 
l 
貸方
広義の経営浣本
その他の否産
有価証券，その他銀行勘定
現金，小切手，予金
実体狩本計算の流動資金
銀行債務
担保負債
所有者貸付当座勘定
補助金
実際の期首自己資本
＋実際の自己資本収益
＋利益中の計算給料
一私的買入
ー補助金の割当
1,108,061.99 
借方
1,103,990.79 
1,192.41 
417.40 
2,461.29 
甜法上の財務ーあるいは総貸借対照表
20,000.— 
3,599.92 
36,657.72 
488,043.13 
10,000. — 
534,792.56 
26,557.91 
40,000. — 
41,589.25 
10,000. — 
549,761.221 549,761.22 
1,108,061.99 
貸方
七 実際の期末自己資本
設備，（簿記上）
549,761.22 
359,460.63 
設備新価値（原）
価値修正（原）
公表期首自己資本
＋利益中の計算給料
一私的買入
ー補助金への割当
公表期末自己資本
833,000.— 
267,600. — 
337,311.92 
18,099.18 
40,000.— 
41,589.25 
10,000. — 
343,821.851343,821.85 
909,221.85 
565,400 
909,221.85 
ざ
制
ギ
丑
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益
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起
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設
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の
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積
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生
産
性
・
経
営
収
益
性
（
広
義
の
経
営
資
本
収
益
性
）
お
よ
び
実
際
の
自
己
資
本
収
益
性
の
一
ー
一
種
に
つ
い
て
、
と
く
に
関
心
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
13表 構 造 比 較 例
c
 
生
産
性
比
較
と
収
益
性
比
較
（
山
上
）
れ
る
の
で
、
七
五
上
述
の
点
に
留
意
し
て
、
一
0
a
.
b
表
を
区
分
形
F
 
式
で
示
す
と
、
そ
れ
ぞ
れ
―
-
a
.
b
¥
A
麦
‘
―
-
a
.
4
⑤
 
b
A
B
表
‘
―
-
a
.
b
A
C
表
が
導
き
出
さ
れ
る
。
こ
の
表
で
は
原
価
計
算
割
引
は
、
売
上
に
対
し
て
（
総
収
益
か
ら
商
人
リ
ペ
ー
ト
を
控
除
し
た
総
売
上
額
を
出
発
材
料
費
・
動
力
費
）
、
そ
れ
ぞ
れ
―
-
％
と
仮
定
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
比
較
経
営
C
は
、
賃
借
設
備
を
も
利
「
設
備
に
対
す
る
原
価
計
算
価
値
の
計
算
」
を
補
充
計
算
し
て
、
特
別
に
設
定
す
る
こ
と
~
 
6
 
が
必
要
で
あ
る
（
―
二
表
参
照
）
。
一
三
表
の
結
果
数
値
の
中
、
総
ま
た
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
総
生
産
性
数
値
は
計
算
利
子
率
に
影
響
さ
⑧
 
一
四
表
お
い
て
、
異
な
っ
た
利
子
率
に
よ
る
総
生
産
性
を
計
| | A | B | 
a 総収益 1000M I 4,6•15.1 I 19,732.2 I 2,s20.1 
b 前給付原価 I/ 3,051.5 13,734.1 1,815.8 
創造価伯係数 彩 152.2 143.7 155.3 100・〔a:bJ 
同上，指数 ー 1.00 I o.94 I 1.02 
C 創造価値 1000M I 1,593.5 I 5,998.0 I 1,004.9 
d 実体資本 " I 3,793.1 I is,339.4 I 1,930.6 
100・〔 c:d) 資本生産性＝（純化労働生産性）形 42.o I 32.1 I s2.1 
同上，指数 ー 1.00 I 0.1s I 1.24 
e I 2X創造価値 lOOOM I 3,187.0 I 11,996.0 I 2,009.8 
f 労働収益 I1 960.5 5,455.9 847.3 
g 実体資本の 71/2計算利子” 284.5 I 1,375.5 I 144.8 
100• (e: (f+g)〕 総生産性 ％ 2sG.2 I 115.6 I 202.6 
同上，指数 ー 1.00 I o.69 I 0.19 
h 広義経営資本収益 1000M I 505.4 I 380.8 I 57.s 
i I "経営資本（平均） " I 2,866.6 I 12,01s. 1 I 1, 104.o 
100・〔 h:i) 経営資本収益性（広義） % I 11.6 I 3.2 I 5.2 
同上，指数 一 1.00 I 0.1s I o.3o 
k 実際の自己資本収益 1000M I 467.8 I 183.8 
I I / / （平均） " I 2,521.s I 9,297.5 
lOO•(k: I) 実際の自己資本収益性 劣 18.6 I 2.0 
同上，指数 ー 1.00 I U.11 
m 公表自己資本収益 lOOOM I 52!.3 I 303.4 
n I " " （平均） ” 926.9 I 6,451.7 
100・〔m:n) 自己資本の想像上の収益性彩 56.2 4.7 
同上，指数 1.00 I 0.08 
26.6 
542.3 
4.9 
0.26 
18.1 
340.5 
5.3 
0.09 
に
相
異
が
あ
る
の
で
A
.
C
と
B
と
で
は
製
造
企
画
の
様
式
お
よ
び
大
き
さ
営
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
製
造
深
度
を
も
ち
、
ま
た
経
営
よ
う
に
な
る
。
レ
ー
マ
ン
は
、
こ
れ
ら
三
つ
の
比
較
経
分
析
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
ま
と
め
る
と
、
さ
て
、
以
上
の
計
算
段
階
に
し
た
が
っ
て
構
造
比
較
ヮ＇
一
三
麦
の
用
し
て
い
る
の
で
、
数
字
と
す
る
）
お
よ
び
仕
入
に
対
し
て
（
出
発
数
字
は
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14表 異なった利子率での総生産性比較
I A I B
 
c
 
算し、
e 2X創造価値： I• l • ][に対して 3,187.o 11,996.0 2,009.8 
f 労働収益； I• I •]Iに対して 960.5 5,455.9 847.3 ｛ 利．I. に子対する S形での実体●本計算 187.9 917.0 96.5 
g I1 7 1/2%”  284.5 1,375.5 144.8 
H 10劣 H 379.3 1,833.9 193.1 
総生産性 I ％ 277.5 188.5 213.0 
同上，指数 1.00 0.68 0.77 
｛総生産性I, (13表から） ％ 256.0 175.6 202.6 
100・〔e:(f+g)〕
同上，指数 一 1.00 0.69 0.79 
総生産性皿 ％ 237.8 164.6 193.2 
同上，指数 1.00 0.69 0.81 
生
産
性
比
較
と
収
益
性
比
較
「
資
本
集
約
化
が
進
む
程
、
総
生
産
性
比
較
の
場
合
の
計
算
利
子
⑨
 
率
の
意
義
深
い
見
積
り
が
益
々
重
要
に
な
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
山
L
e
h
m
a
n
n
:
―
'Industrielle 
Betriebsver-
gleiche" S
S
.
1
2
8
 
-9 
図
こ
の
額
は
、
L
S
"0
価
格
計
算
で
認
め
ら
れ
た
原
価
計
算
上
の
企
業
家
賃
金
で
あ
る
。
③
Ders""a.a.O.'
｀
 
S
S
.
1
3
2ー
3
④
D
e
r
s
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S
S
.
1
3
4ー
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固
Ders”̂
'a.a.O.'
｀
S
S
.
1
3
6
|
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固
Ders""a.a.O'"
S
.
1
3
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m
D
e
r
s
"
"
a
.
a
.
0
.-`
S
.
1
4
0
 
⑧
Ders""a.a.O.'' 
S
.
1
4
2
 
（
山
上
）
構
造
比
較
の
応
用
（
利
用
面
）
は
、
い
わ
ゆ
る
経
営
比
較
的
原
因
研
究
に
あ
る
。
生
産
性
比
較
と
収
益
性
比
較
の
応
用
に
つ
い
て
、
と
く
に
総
生
産
性
お
よ
び
経
営
収
益
性
の
差
異
の
分
析
を
例
示
し
て
み
よ
う
。
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四
⑲
D
e
r
s
"
^
a^.a. 
O." S
.
1
4
3
 
手労働者：
熟練労働者，男
同上，女
見習工
合 計
頭脳労働者：
職 員
企業家および支配人
合 計
労働力，計
比較経営の従業員構成
I 経営 A I 経営 B | 
309人 59.3彩 1,389人 73.2%
109 I 20.9 I 111 I 5.9 
56 I 10.8 I 93 I 4.9 
I 91.0 11.s93 I 84.o I 269 
~:: I 30: 11~:~ 
| 9.o |304 | 16.o | 
I 100 11.s91 ! 100 I ao1 
474 
5
2
 
4
 
47 
521 
c
5
叩玉一
10
営
＿
1
-
1
1
経
一
人
7
1
3
 
1
2
6
 
5
1
 
2
 
38 
81.7% 
0.7 
5.2 
七
六
比較経営の手労働者の支払・給付年労働時間
I 経営 A I 経営 B I 経営 c
支払った労働時間 1 2．翌1100%I 研 5| 10° | 2,571| 100 
給付した労働時間 2,126 I 96.4 I 2,sos I 94.4 I 2,429 I 94.5 
15b表
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生
産
性
比
較
と
収
益
性
比
較
（
山
上
）
経
営
比
較
的
原
因
研
究
の
第
二
は
、
水
平
的
原
因
研
究
で
あ
る
。
す
な
七
七
織
・
人
事
管
理
の
②
 
良
さ
に
帰
因
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
る
こ
と
が
容
易
に
わ
か
る
。
16表
総収益
比較経営における原価構成
［ 経営 A 経営 B 経営 c
1,000マルクI % j 1,000マルクI 96 j 1,000マルク1 彩
j 4,645.1 j 100.0 I 19,132.2 j 100.0 j 2.s20.1 j 100.0 
678.3 I 14.6 I 4,156.1 I 21.1 I s10.2 
543.6 I 11.7 I 837.3 I 4.2 I 182.0 
530.9 I 11.4 I 2,839.6 I 14.4 I 252.1 
I 1,152.8 1 37.7 I 7,832.6 I 39.7 I 1,004.3 I 35.6 
商人リペートおよび手数料 895.6 I 19.3 I 4,818.4 I 24.4 I 637.5 I 22.6 
賃金給料および計算給料 830.1 I 11.9 I 4,909.8 I 24.9 I 785.5 I 21.8 
その他の原価 1,166.6 I 25.1 I 2,111.4 I 11.0 I 393.4 I 14.o 
（経営剰余を合む）
材料費勁力費を含む
鉄および鋼
木材
その他の村料
計
各
経
営
の
従
業
員
一
人
当
り
の
労
賃
額
を
計
算
し
そ
れ
ぞ
れ
の
指
数
を
求
め、
a
表
の
労
賃
額
を
こ
の
指
数
で
割
る
。
そ
し
て
同
じ
く
a
表
の
労
賃
(
-
）
 
額
か
ら
差
引
く
。
そ
う
す
る
と
、
先
に
算
定
し
た
立
地
条
件
に
よ
る
差
異
性
結
果
が
人
的
組
額
を
差
引
く
と
、
そ
の
差
異
は
立
地
条
件
に
よ
る
差
異
を
示
す
。
ま
た
、
ら
の
垂
直
的
原
因
研
究
に
よ
り
、
各
々
の
経
営
の
総
生
産
性
お
よ
び
収
益
あ
る
。
す
な
わ
ち
ー
一五
a
.
b
袈
か
の
分
析
が
必
要
で
の
関
係
に
つ
い
て
る
支
払
労
働
時
間
と
給
付
労
働
時
間
②
労
働
者
に
対
す
業
員
の
構
成
と
J
れ
に
は
、
山
従
20.2 
6.5 
8.9 
ま
ず
垂
直
的
原
因
研
究
で
あ
る
が
よ
う
。
わ
ち
、
個
々
の
比
較
対
象
間
の
差
異
は
、
次
の
三
つ
の
条
件
に
よ
っ
て
生
ず
る
。
⑱
比
較
経
営
の
立
地
条
件
に
よ
っ
て
、
⑮
比
較
経
営
の
規
模
（
大
き
さ
）
に
よ
っ
て
、
©
比
較
経
営
の
生
産
様
式
の
種
類
（
生
産
方
法
•
生
産
企
画
）
に
よ
っ
て
。
こ
れ
ら
の
中
、
後
の
二
つ
の
要
因
に
よ
る
差
異
は
生
産
条
件
に
よ
る
差
異
と
い
わ
れ
る
。
今
、
こ
れ
ら
三
者
の
関
係
を
数
式
で
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
I
．
磁
溢
屁
索
恙
ー
臣
港
E
．
片
が
湘
涸
1
1
庶
竪
｀
い
片
が
隊
涸
そ
こ
で
、
I
．
併
邑
ri
片
が
隊
涸
1
1
涸
寝
‘rii
が
隊
涵
十
守
商
莱
沖
丙
↑
が
隊
涵
③
 
一
六
表
の
よ
う
な
労
務
費
・
材
料
費
（
鉄
鋼
お
よ
び
木
材
）
を
も
つ
三
つ
の
経
営
に
つ
い
て
、
立
地
条
件
の
差
異
が
価
格
の
差
異
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
差
異
原
因
の
分
析
を
行
っ
て
み
ま
ず
、
労
務
費
に
つ
い
て
「
比
較
経
営
の
実
際
の
労
働
関
係
」
お
よ
び
「
経
営
A
の
賃
率
で
計
算
し
た
場
合
の
各
経
営
の
労
働
関
係
」
を
示
す
一
④
固
七
a
.
b
表
を
作
成
す
る
。
そ
し
て
、
a
表
の
労
賃
額
か
ら
b
表
の
労
賃
胡
制
起
丑
溢
』
器
棋
ギ
玉
溢
（
ヨ
斗
）
ギ
＜
ccc 
1
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a
表
比
較
経
営
の
実
際
の
労
働
関
係
労
働
力
：
＼
従
業
貝
1叫
払
時
「
：：；率
I
労
賃
額
従
業
叫
支
払
時
間i:：率
1
労
賃
額
従
業
員
1支
払
時
「
；：；率
I
労
賃
額
人
I
 
h
/
年
I
人
1
時
間
1
0
0
0
 D
M
 
人
I
 
h
/
年
I
人
1
時
fll]
I
 1000
 D
M
 
人
I
 
h
/年
I
人
／
時
間
|
 1
0
0
0
 D
M
 
手
労
働
者
：
熟
棟
エ
，
男
3
0
9
 
2
,
2
4
9
 
7
5
 
5
2
1
.
2
 
1,389 
2
,
5
0
0
 
1
0
0
 
3
,
4
7
2
.
5
 
251 
2
,
6
2
2
 
9
5
 
6
2
5
.
2
 
I
I
'
女
1
0
9
 
2
,
2
0
0
 
4
5
 
1
0
8
.
0
 
111 
2
,
2
7
0
 
6
0
 
1
5
1
,
2
 
2
 
2
,
3
5
0
 
55 
2
.
6
 
見
習
工
5
6
 
1
,
8
0
0
 
20 
2
0
.
2
 
9
3
 
1
,
8
0
0
 
2
5
 
4
1
.
9
 
16 
1,800 
25 
7
.
2
 
頭
脳
労
鋤
者
：
マ
ル
ク
1
年
マ
ル
ク
／
年
マ
ル
ク
1
年
職
員
4
5
 
2
,
6
8
2
 
120. 7
 
3
0
2
 
3
,
9
2
1
 
1
,
1
8
4
.
2
 
37 
2
,
9
8
6
 
1
1
0
.
5
 
企
業
家
な
い
し
支
配
人
2
 
3
0
,
0
0
0
 
6
0
.
0
 
2
 
3
0
,
0
0
0
 
6
0
.
0
 
1
 
4
0
,
0
0
0
 
4
0
.
0
 
合
計
|
5
2
1
 
|
 
-
|
 
-
8
3
0
.
1
|
 
1
,
8
9
]
 
|
 
I
 
4
,
9
0
9
.
8
 
I
 
ao1 
1
 
-
1
 
7
8
5
.
5
 
器
,
-
¥
)
令
＇
抵
製
⇒
＃
縣
Q
糊
器
辻
送
Q
艇
沓
ふ
企
C
ド
今
心
リ
刈
茶
ぶ
み
心
゜
ヤ
足
ぶ
心
’
科
栽
ボ
辻
屯
太
や
辻
足
マ
＇
詣
談
諷
華
怪
Q
疵
砥
,
-
¥
)
紺
綜
諷
Q
母
妃
忠
葦
堂
臣
踏
ヤ
ど
心
心
赳
辿
求
辻
以
吋
C
ド
チ
識
馳
如
C
士
ド
ニ
心
IJ,-¥)
足
兵
会
心
゜
（
l) 
計
算
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
経
営
A
 
1
人
当
り
労
賃
額
（
指
数
）
1,593(1.00) 
2,_Q88(1.62) 
2,559(1.61) 
割
算
結
果
3,0~
0.7 
487.9 
17 a
表
の
労
賃
額
割
算
結
果
差
異
830.1 
4,909.8 
785.5 
830.1 
3,030.7 
487.9 
-
-
~
-
-
-
-
-
-
1,879.1 
_
 297.6 
B 
c 
1
7
a
表
の
労
賃
額
1
7
b
表
の
労
賃
額
差
額
＝
立
地
条
件
経
営
1
7
a
表
の
労
賃
額
830.1 
4,909.8 
785.5 
830.1 
3,622.8 
630. 7
 
1,287.0 
154. 8
 
A
 
B
 
C
 
830.1 
4,909.8 
785.5 
％
以
＇
溢
蕊
掟
姦
睾
址
ぐ
今
¥--'Q
吋
栽
緑
辻
址
弓
心
疵
謡
器
Q
無
器
如
しヒ
,,.._o
令
’
や
磁
部
Q
「H
翁
み
＆
Q
垣
淀
」
茶
匝
1
や
硲
O
'
殿
痕
惹
茶
ギ
共
和
菜
砥
足
心
A
ヤ
心
A’
悩
ヤ
’
や
曲
部
Q
「
日
餐
み
＆
Q
華
淀
」
（ヽ
荊
ミ
）
筈
ヨ
る
殿
疫
翠
(
.
.
.
.
荊
C
)
捉
ギ
共
和
菜
呉
菰
⇒
¥
-
-
'
<
審
垣
淀
（
ヽ
荊
ミ
）
心
斜
念
心
゜
,¥.1...)
戸
1
 1＜嵌
Q
溢
懸
苓
哀
察
1油
＜
審
垣
迄
”
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b
表
経
営
A
の
賃
率
に
よ
る
比
較
経
営
の
労
慟
関
係
＼
従
業
員
1支
払
時
間i
営
賃
率
I
労
賃
額
従
業
貝
1支
払
時
間i
営
賃
率
i
労
賃
額
従
業
員
1支
払
時
間i
営
賃
率
I
労
賃
門
|
 
1
 
|
 
労
働
力
：
人
1
 h／年
1
人
／
時
間
|
1
,
0
0
0
D
M
-
人
|
h
/
年
1
人
／
時
間
|
1
,
0
0
0
D
M
人
h
／
年
人
1
時
間
1
,
0
O
O
D
M
 
手
労
働
者
：
I
 
475 5
 
熟
練
エ
．
男
3
0
9
 
2,249 
5
2
1
.
2
 
1,389 
2,500 
75 
2,604.4 
251 
2,622 
75 
493.6 
”
．
女
1
0
9
 
2
,
2
0
0
 
108.0 
111 
2,300 
4
5
 
114.9 
2
 
2,350 
4
5
 
2.1 
：
 
見
習
工
56 
1,800 
2
0
 
2
0
.
2
 
9
3
 
1,800 
2
0
 
33.5 
16 
1,800 
2
0
 
5.8 
頭
脳
労
働
者
：
マ
ル
ク
／
年
マ
ル
ク
1
年
マ
ル
ク
1
年
職
貝
4
5
 
2
,
6
8
2
 
120.7 
3
0
2
 
2
,
6
8
2
 
810.0 
37 
2,682 
99.2 
企
業
家
な
い
し
支
配
人
2
 
3
0
,
0
0
0
 
6
0
.
0
 
2
 
3
0
,
0
0
0
 
60.0 
1
 
3
0
,
0
0
0
 
30.0 
合
計
|521
I
 -
I
 -
830.1 
|
 1,897 
|
 
-
1
 
-
1
 3,622.8 
|
 
307 
|
 
-
1
 
-
630.7 
や
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A
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且
や
曲
籾
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暇
疫
察
祁
咲
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挑
抵
Q
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痕
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抵
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心
゜
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都
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Q
-
荊
S
暇
痕
睾
や
や
曲
部
Q
暇
痕
察
心
＃
撼
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)
¥.J 
(
I
)
 
革
睾
廿
Q
熙
痕
睾
心
撼
製
ヤ
心
゜
ヤ
ど
ぶ
心
'
i
J
兵
心
匡
榊
Q
糊
砥
冶
'
i」
lJ
や
斜
全
ヨ
い
A
ヤ
心
謳
瓢
認
菜
察
Q
料
栽
ボ
辻
み
心
Q
縦
畷
や
戎
心゚(
I
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計
算
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
経
営
A
 
B
 
C
 
工
場
か
ら
の
価
格
112/t 
112/t 
112/t 
運
送
費
20.60/t 
25.10/t 
6. 70/t 
入
帳
価
格
132.60/t--＿
 137.10-(t 
118.
血
＿
岨
漉
ギ
丑
涵
』
益
埠
起
丑
濫
（ヨ
J..j)
経
営
A
:
678,300-s-132.60 =
 5,115/t 
経
営
B
:
4,156,700-s-137.10 
=
 30,319/t 
経
営
C
:
 
570,200-s-
118. 70 
=
 4,804/t 
経
営
A
 
実
際
の
運
送
費
105,369 
B
 
761;007 
c
 
32,187 
(5,115X20.60) 
(30,319X 25.10) 
(4,804X 6. 70) 
仮
構
の
運
送
費
105,369 
624,571 
98,962 
(30,319 X
 20.602_____i!,_8Q_4_x 20. 60) 
差
異
←
)
認
64
位
6
(
＋）
66,775
啜
巡
以
’
共
認
認
宴
睾
Q
叫
栽
求
辻
旦
サ
心
糊
蝋
Q
据
斡
姐
);:!,r,
0
 
iJ 
Q
＃
瓢
以
共
ニ
ド
辻
’
州
ヤ
撼
1
!
1
~
磁
籾
Q
c
b
m
荊
s::-Q-怜
困
輿
筵
ギ
ベ
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18a表
借方
立地条件の修正を行った経営Bの経営成果計算
創造価値計算としての狭義の経営成果計算 貸方
前給付原価：
材料費動力費
ー）計算外割引
11 a/B表参照 7,832,612.83 
ー）鉄鋼立地条件修正 136,400 
ー）木材立地条件修正 s2,soo I 7,663,412.83 
外部用役費 (lla/B表） 5,255,931.60 
（原）減価償却費 645,597 
(lla/B表） （13,564,941.43) 
総収益：
lla/B表参照 19,732,152.61 
(19,732,152.61) 
創造価値：
労働収益 (lla/B表）
ー）修正
公共収益 (lla/B表）
狭義の経営資本収益
生
産
性
比
較
と
収
益
性
比
較
5,455,874.16 
1,287,000I 4,168,874.16 
304,447.91 
1,693,889.11 
(6,167,211.18) 
19,732,152.61 
| 
（
山
上
）
19,732,152.61 
借方
計算外仕入割引 (lla/B表）
顧客割引控除(11)
広義の経営資本収益
広浚の経営成果計算
159,800 狭義の経営資本収益
29,432.21 計算外売上割引 (lla/B表）
1,837,041.201.供給者割引控除(11)
2,026,273.51 
以
上
の
立
地
条
件
に
よ
る
差
異
を
修
正
し
た
比
較
経
営
B
.
c
の
経
営
成
果
計
算
を
、
前
掲
―
―
表
に
照
応
し
て
作
成
す
る
と
、
⑥
m
 
一
八
a
.
b
表
が
得
ら
れ
る
。
そ
こ
で
最
後
に
、
一
三
表
に
照
応
し
て
、
立
地
条
件
の
差
異
を
修
正
し
た
各
経
営
の
総
生
産
性
・
経
営
収
益
性
を
一
表
に
ま
と
め
⑧
 
る
と
一
九
表
の
よ
う
で
あ
る
。
び
経
営
収
益
性
の
い
ず
れ
で
計
算
す
る
か
に
よ
っ
て
立
地
条
件
か
ら
左
右
さ
れ
る
度
合
が
異
な
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
上
例
で
は
、
総
生
産
性
で
行
う
と
、
比
較
経
営
B
.
c
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
五
八
彩
•
五
二
彩
の
影
響
が
立
地
条
件
に
よ
J
れ
ら
一
組
の
表
か
ら
理
解
で
き
る
こ
と
は
、
総
生
産
性
お
よ
（
一
）
際
晦
汁
泣
官
苓
漏
頭
a汁
辻
津
完
芸
汁
泣
埠
隊
涸
A
 
4
9
/
c
b
m
 
5
4
3
,
6
0
0
 
5
4
3
,
6
0
0
 
B
 
5
1
/
c
b
m
 
8
3
7
,
3
0
0
 
8
0
4
,
4
8
2
 
3
2
,
8
1
8
 
c
 
5
6
c
b
m
 
1
8
2
,
0
0
0
 
1
5
9
,
2
5
0
 
2
2
,
7
5
0
 
貸方
1,693,889.11 
308,500 
23,884.40 
2,026,273.51 
を
算
定
し
、
次
い
で
一
六
表
の
木
材
材
料
費
を
こ
れ
ら
の
数
値
で
割
る
。
そ
し
て
鉄
鋼
材
料
費
の
分
析
計
算
と
同
じ
方
法
で
、
実
際
の
木
材
費
と
仮
構
木
材
費
を
算
定
し
、
こ
れ
ら
両
者
の
差
異
を
求
（一）
め
る
と
、
木
材
費
の
立
地
条
件
に
よ
る
差
異
が
得
ら
れ
る
。
八
〇
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18b表
借方
立地条件の修正を行った経営Cの経営成果計算
創造価値計箆としての狭義の経営成果計算 貸方
生
産
性
比
較
と
収
益
性
比
較
前給付原価：
材料牲，動力牲
ー）計邸外仕入割引
lla/C表参照 1,004,349.74
＋）鉄鋼立地条件修正 66,800 
ー）木材立地条件修正 22,soo I 1,048,349.74 
外部用役牲 (lla/C表） 766,152.27 
（原）自己・質借設備減 45,325 
価償却 (lla/C表）
総収益：
lla/C表参照 2,820,678.76 
(2,820,678.76) 
(1,859,827.01) 
（
山
上
）
創造価値：
労働収益 (lla/C表）
ー）修正
公共収益 (lla/C表）
賃借料の利子部分（原）
(lla/C表）
狭義の経営賓本収益~ 197,108.33 
(960,851.75) 
2,820,678.76 
847,254.28 
154,800 692,454.28 
71,289.14 
17,150 
2,820,678.76 
借方
計算外仕入割引 (lla/C表）
顧客割引控除(11)
広義の経営資本収益
広義の経営成果計罪
20,500 
36,846.99 
168,342.09 
225,689.08 
狭義の経営資本収益
計算外売上割引 (lla/C表）
供給者割引控除 (11) 
貸方
179,958.33 
45,200 
530. 75 
22,689.08 
八
て
経
営
収
益
性
に
よ
る
場
合
に
は
そ
れ
ぞ
れ
八
四
形
、
八
0
形
が
立
地
条
件
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
生
産
性
と
く
に
総
生
産
性
比
較
に
お
い
て
は
、
経
営
が
い
か
に
経
営
給
付
の
産
出
に
貢
献
し
た
か
（
経
済
性
）
が
解
明
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
収
益
性
と
く
に
経
営
収
益
性
比
較
に
お
い
て
は
、
経
済
性
以
外
に
産
出
経
営
給
付
の
分
配
の
相
異
か
ら
く
る
作
用
を
、
よ
り
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
経
営
構
造
比
較
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
両
者
を
平
行
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
①
L
e
h
m
a
n
n
:
 "
I
n
d
u
s
t
r
i
e
l
l
e
 
B
e
t
r
i
e
b
s
v
e
r
g
l
e
,
 
i
c
h
e
"
 S.146 
②
比
較
経
営
A
B
C
の
頭
脳
労
働
者
と
手
労
働
者
の
構
成
比
率
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
対
一
0
、
一
対
五
、
一
対
七
で
あ
る
。
ま
た
各
経
営
に
お
け
る
稼
働
し
な
い
支
払
労
慟
時
間
分
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
―
-
•
六
形
、
五
•
六
グ
ク
、
五
•
五
％
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
要
因
の
総
生
産
性
・
経
営
収
益
性
に
与
え
る
重
要
性
が
い
か
に
大
で
あ
る
か
を
示
し
て
い
る
。
③
D
e
r
s
:
 
"a.a.0.''S.150 
④
D
e
r
s
:
 
"a.a. 
O." S.151 
⑤
D
e
r
s
"
"
a
.
a
.
0
.
9、
S.152
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
r
こ
れ
に
対
し
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19表
I 
実際の数字(13表参照）
e I 2X創造価値
f 労働収益
g 実体杏本のが／2彩の計・尊利子
100・〔e:(f+g)) 総生産性
届）上指数
立地条件による修正数字
e I 2X創造価値
f 労働収益
g 実体資本の 71/2形の計窮利子
100 • (e:(f+g)〕 総生産性
同上指数
実際の数字(13表参照）
広義の経営資本収益
広義の経営資本（平均）
経営資本収益性（広義）
同上指数
立地条件による修正数字
h 広義の経営資本収益
i 広義の経営資本
100・〔 h:i〕 経営資本収益性（広義）
同上指数
h 
i 
100 • (h : i〕
立地条件による差異を修正した場合の構造比較
I経営 A I経営 B I経営 C
3,187.0 I 11,996.0 
960.5 I 5,455.9 
284.5 I 1,375.5 
256.2 I 175.6 
1.00 I 0.69 
3,187.o I 12,334.4 
960.5 I 4,168.9 
284.5 I 1,375.5 
256.2 I 222.s 
1.00 I 0.87 
505.4 I 380.8 
2,866.6 I 12,018.7 
17.6 I 3.2 
1.00 I 0.18 
505.4 I 1,837.o 
2,866.6 I 12,018.7 
17.6 I 15.3 
1.00 I 0.87 
1000マルク
” 
” 
劣
1000マルク
” 
” 
％ 
1000マルク
” 
彩
1000マルク
” 
彩
2,009.8 
847.3 
144.8 
202.6 
0.79 
1,921.7 
692.5 
144.8 
229.5 
0.90 
生
産
性
比
較
と
収
益
性
比
較
（
山
上
）
57.5 
1,104.0 
5.2 
0.30 
168.3 
1,104.0 
15.2 
0.86 
⑥
D
e
r
s
:
 
"a.a.O." S
 1
5
7
 
m
D
e
r
s
:
 "a.a.O." S
.
1
5
8
 
⑧
D
e
r
s
:
 
"a.a. 
O." S
.
1
5
9
 
紹
介
を
か
ね
て
、
口
と
く
に
生
産
性
比
較
と
収
益
性
比
較
の
具
体
的
適
用
例
に
つ
い
て
分
析
し
て
来
た
。
経
営
比
較
に
お
い
て
は
、
方
法
論
研
究
の
重
要
性
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
そ
れ
に
も
ま
し
て
、
そ
の
具
体
的
適
用
を
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
理
論
的
に
は
極
め
て
明
快
に
解
明
で
き
る
問
題
も
、
一
た
び
そ
の
適
用
領
域
に
ふ
み
い
る
と
、
し
か
く
簡
単
に
は
割
切
れ
な
い
場
合
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
厳
密
に
検
討
さ
れ
た
理
論
的
基
礎
の
上
に
立
っ
て
、
し
か
も
そ
れ
を
具
体
化
の
段
階
に
ま
で
高
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
率
直
に
い
っ
て
、
レ
ー
マ
ソ
経
営
比
較
論
に
は
、
ま
だ
ま
だ
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
首
肯
し
難
い
点
が
多
い
。
一
っ
―
つ
詳
細
に
こ
の
点
に
つ
い
て
分
析
す
る
こ
と
は
、
本
稿
の
嵐
接
の
課
題
で
は
な
ー
い
加
、
ま
ず
第
一
に
個
々
の
原
初
数
値
自
体
の
吟
味
、
第
二
に
そ
れ
ら
の
数
値
を
経
営
活
動
の
生
産
•
財
務
領
域
の
い
ず
れ
の
表
現
②
 
と
み
る
か
に
つ
い
て
、
多
く
の
疑
義
な
し
と
し
な
い
。
こ
の
問
題
以
上
、
本
稿
で
は
、
日
レ
ー
マ
ン
「
経
営
比
較
論
」
の
概
要
の
X 
X 
八
X 
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（
山
上
）
の
徹
底
的
分
析
に
あ
た
っ
て
は
、
彼
の
経
営
理
論
そ
の
も
の
に
立
ち
も
ど
っ
て
そ
の
吟
味
か
ら
出
発
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
述
べ
3
 
な
い
。と
は
い
え
、
レ
ー
マ
ン
が
生
産
性
比
較
に
あ
た
っ
て
、
簿
記
計
算
を
狭
義
の
経
営
計
算
・
広
義
の
経
営
計
算
・
内
部
財
務
計
算
お
よ
び
商
法
上
の
財
務
計
算
に
四
区
分
し
、
で
き
る
か
ぎ
り
財
務
要
因
に
影
響
さ
れ
な
い
生
産
性
数
値
を
捕
捉
し
よ
う
と
し
た
点
は
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
高
く
評
価
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
と
く
に
彼
が
簿
記
計
算
形
式
を
利
用
し
て
首
尾
一
貫
し
て
そ
の
具
体
的
適
用
を
例
証
し
て
い
る
点
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
極
め
て
多
く
の
示
唆
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
本
書
は
、
レ
ー
マ
ン
経
営
理
論
の
発
展
過
程
の
分
析
に
と
っ
て
も
、
経
営
比
較
論
の
前
進
の
た
め
に
も
、
極
め
て
重
要
な
山
主
な
る
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
経
営
経
済
性
の
測
定
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
（
本
誌
第
三
巻
第
四
号
）
、
拙
稿
「
レ
ー
マ
ソ
『
価
値
創
造
計
獅
』
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
（
本
誌
第
三
巻
第
二
号
）
参
照
。
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
次
稿
に
ゆ
ず
る
。
②
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
周
知
の
次
の
命
題
を
思
い
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
「
商
品
が
資
本
家
に
と
っ
て
要
費
す
る
も
の
と
、
商
品
そ
の
も
の
が
要
費
す
る
も
の
と
は
、
も
ち
ろ
ん
二
つ
の
全
く
異
な
る
大
さ
で
あ
る
。
」
③
前
掲
拙
著
「
レ
ー
マ
ソ
生
産
性
測
定
と
創
造
価
値
計
算
」
（
税
務
経
理
協
会
生
産
性
比
較
と
収
益
性
比
較
意
味
を
も
っ
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
刊
）
一
九
六
ー
七
頁
参
照
。
八
